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媒介 として の テ ク ノ ロ ジ ー

エ ン タ
ー

テ イ ン メ ン ト ・ロ ボ ッ ト 「ア イ ボ」の 開発 と受容 の 過程 か ら

久　保　明　教
＊

　1999年 に 販売が 開始 さ れ た エ ン ターテ イ ン メ ン ト ・ロ ボ ッ ト 「ア イ ボ 」 は、生 活空 間 に お い

て 人 々 の 間近で 動作す る 初 め て の ロ ボ ッ ト とし て多 くの注目を浴び た v 本稿 で は、ア イボ の 開

発 と受容 の 過程を横 断的 に検討 し、テ ク ノ ロ ジーに お け る科学的側 面 と文化的側面が い か なる

関係を取 り結ぶ か につ い て 考察す る 。

　科学 お よ びテ ク ノ ロ ジーを社会的な い し文化的事象 と して 捉え る 研究は近年盛 ん に な さ れ て

きたが 、 そ の 多次元 的な性質ゆ えに テ ク ノ ロ ジーを包括的に 考察す る こ とには困難が伴 う。 本

稿 で は 、 ア イ ボ とい う技術的人工 物が科学的知識、工 学的製作、日常的実践等の 接点とな っ て

い る こ とに注 目 し、異な る領域 に 属す る 諸要素が接続 さ れ る 様 々 な局面 を分析す る こ とで、境

界横断的 な テ ク ノ ロ ジ ーの 動態 を 提 え る こ と を試 み る 。 そ こ で 明 ら か に な る の は 、 開発と受

容の 過 程 にお い て 、 科学的要素 と文化的要素が 組 み 合 わ さ れ る 中で ア イボ の 有様が方向づ け ら

れて い っ た こ とで ある 。 開発過程に お い て は、人丁 知能研究および ロ ボ ッ ト工学 ヒの 成果で あ

る 設計手法を基盤 に し な が ら も、ロ ボ ッ トをめ ぐる 人 々 の 想像力 に 基づ い た語 りを工 学的装置
へ と翻訳す る こ と に よ っ て ア イボ が デ ザ イ ン され て い っ た 。

一
方 、 受容過程にお い て は、ア イ

ボ ・オー
ナ
ー

の 生 活す る空間に特有 の 日常的な事物 の 有様 とア イ ボ の機能シ ス テ ム の 作動 が 結

びつ くなか で 、ア イ ボ の 動作が 様 々 な形で 解釈 され る よ うに な り、開 発者の 想定 を超 える 意 味

を ア イボ は 獲得 して い っ た。竿者 は、開 発 者 に よ る工 学的 デ ザ イ ン と ア イ ボ ・オ ーナーに よ る

解釈が科学的要素 と文化的要素を組 み 合わせ る こ とで 妥当性 を 生 み 出 す営為 で あ っ た と分析 し

た ヒで、実在と意味 を媒介す る テ ク ノ ロ ジー
の 働 きに おい て 科学 と文化 の 相 互作用 が 捉 え られ

る こ と を示 した。
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1　 序論

　 本稿の 目的 は 、
エ ン タ ー

テ イ ン メ ン ト・
ロ

ボ ッ ト 「ア イボ」の 開発と受容の 過程を検討す

る こ とを通 じて 、テ ク ノ ロ ジ ーに お ける科学 と

文化の 相互作用を 、 テク ノ ロ ジー
の 「媒介」と

して の 性質に注 目しなが ら詳細 に描 き出すこ と

に ある 。

　近代科学 と諸技術が緊密に結 び付け られ る よ

うに な っ て か ら数百年が経過 した現在、テ ク ノ

ロ ジーは経済、軍事、政治、社会、文化 とい っ

た あ らゆる 領域 に 関わ る事象で あ る 。 「一・方 で

専門分化の 過程が 著 し く進む と同時に、他方そ

れ ら諸領域 を横断す るよ うな事象が 絶えず生成

す る」 ［山下 ・福島 2005 ： 19］ とい う、現代社

会 の 両義的な特徴を体現する代表的な事象と も

言 える だ ろ う。 こ うしたテ ク ノ ロ ジー
の 多面性

は、20世紀以 来の 人文 ・社会科学 における科学

技術研究を活性化す る契機 となっ て きたと同時

に 、 それ らの 研究 に独特の 困難 をもた らして き

た 。 とい うの も、研 究対象 となる テ クノ ロ ジー

の 有様が 、各学問が対象とする領域 をつ ね に超

え出て しまうか ら で あ る 。 各研究者の 考察 は、

自らに馴染み の あるデ
ー

タや 分析枠組 み を活用

して組み立て られ 、他の 様 々 な領域に 関わ る 要

素はその 分析枠組み の なか に無理 に当て はめ ら

れ るか 、しば しば軽視 され る 。したが っ て 、そ

れ ら の 考察 が他 の 学 問領 野 に属す る研 究者 に

とっ て不 当な還 元 論に見えて し まうこ とは避 け

難 い 。 こ うして 、「テ ク ノ ロ ジーの 社会的構 成」

を論 じる社会学者 は 、 「説明の 単純性 を求め る

に あた っ て 社 会的 なる もの に 特権を与 えて い

る」と批判され ［LAw 　l987： ll3］、
ハ イデガ ー

の 技術哲学 （特 に 後期）は 、技術の 具体的なあ

り方を哲学的概念と して の 「唯
一

の 大文字の 『技

術』」に還元する もの と して 批判 される こ とに

なる 匚村 田 1994： 5］。

　 テ ク ノ ロ ジーは特定の 視点を つ ねに 逃れ 出

る 。 とは い え、関連す る全 て の 学問領域に精通
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し、領域間の 基本 的な前提の齟齬や矛盾を解消

で きない 限 り、 テ ク ノ ロ ジーを研究す る こ とは

不可能だ と言 うの は、あま りに困難を過大に評

価 して い る 。 とい うの も、特定の 視点か ら全体

を俯瞰す るこ とが不可能なの は 、 実際にテ クノ

ロ ジーをめ ぐる様 々 な実践を担 っ て い る 人 々 に

と っ て も同様で あるか らだ 。 科学的真 理を探究

する 科学者は、それ が 日常生 活 に 及ぼ すで あ

ろ う影響 をあ らか じめ 知 る こ と は で きな い し、

様々 な技術的人工 物 に囲 まれ なが ら 日常を生 き

る人 々 の 多くは 、 それ ら の T．学的メ カ ニ ズ ム や

科学的根拠 を知 らない 。
つ まり多面的なテ ク ノ

ロ ジー
の 有様は、それ ぞれ は局在的な知識や実

践が結 び つ く様 々 な契機 に よ っ て成 り立 っ て い

る の で ある 。 こ うした接続の 契機を詳細 に検討

す る こと を通 じて 、 現代 に おける テ ク ノ ロ ジー

の動態の 一
断面を切 り出すこ とは十分に可能で

ある と筆者は考える 。

　以上の 問題意識 をもとに、本稿で は 1999年に

SONY に よ っ て 販売された エ ン ター
テ イ ン メ ン

ト
・

ロ ボ ッ ト 「ア イ ボ 」の 開発 と受容 の 過程

を 、 特 に科学的領域 と文化的領域の 接続の 契機

に焦点 をあて て 分析 して い く。ア イボ の 開発過

程 は、人工 知能研究にお い て 「身体性 認知科学」

と呼ばれる 潮流 を生み 出した設計手法をもとに

して 始 ま り、科学的知識 と工 学的製作が接続す

る契機 となっ て い る 、、

一
方 、 その 受容過程 にお

い て ア イ ボ は、「ア イ ボ ・オーナ ー」
1）

と呼ばれ

る購買者の H常的 な意味 を組織化する文化的 な

営 み と工学的装置や それ を生み 出 した科学的知

識が 接続する 契機とな っ て い る 。 つ ま り、そ の

開発 と受容を通 じて、ア イボは科学的領域 と文

化 的領域 の 間を移行 して い っ た の で ある 。

　宮武公夫 ［2000］ は、知 の 体系 として の 近代

科学に基づ い た技術を 「科学 と して の テ ク ノ ロ

ジー」、 人間的要素 を必然的 に持 っ た文化的要

素 を媒体 とする よ うな技術を 「文化と して の テ

ク ノ ロ ジー」 と位置づ けた Eで 、 産業遺 産 と

なっ た 鉄僑や 日本車をもとに作 られ た マ レ ーシ

ア の 国民車な ど、様 々 な技術 が両者の 性質を併
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せ 持つ ことを指摘 した ［宮武 2000 ：90］。主 に

通時的な事例分析 を通 じて 、 科学 と文化 が対置

され なが ら も融合する局面 を描 い た 宮武 の 議論

を踏 まえた上 で 、 本稿で は科学的要素と文化的

要素が単に共存する だけで なく人工物を通 じて

両者が相互 に 作用す る 、よ り共時的な性質の 強

い プ ロ セ ス を分析 して い く。 分析 を通 じて 、 テ

ク ノ ロ ジーにお い て科学と文化が い か に相互 に

作用する の かを明 らか に して い きた い 。

　以 ド、 H で は アイボの 開発過程 を分析 し、 そ

の 工 学的デ ザイ ン の プ ロ セ ス が 、 人工 知能研究

における 科学的知識 と ロ ボ ッ トをめ ぐる文化的

な語 り口 を様 々 な形で関連づ けなが らア イボ と

い う機械を魅力ある製品 として作 りあげて い く

試み で あ っ た こ とを明らか に する。皿 で は ア イ

ボの 受容過程 を分析 し、 ア イボ ・オーナーが 、

生活空間 に固有の 文化的な意味の 諸相 に お い て

ア イ ボ の 動作 を解釈 する中で 、開発時の 想定 と

は 異なる ア イボ の 魅力が生 まれ て い っ た こ とを

明 らか にする 。 IVで は 、 事例分析 をもと に 、 科

学 と文化 とい う相互排他的な領域 を横断 しなが

ら両者 を接続す る、テ ク ノ ロ ジーの 媒介と し て

の 性質 につ い て 考察 して い く。

1　 開発過 程

1　 サ ブサ ン プシ ョ ン ・ア ーキテ クチ ャ

　 1993年に 始 まる ア イボ開発の もとに な っ た の

は、米 国の 人工 知 能 （AD ・
ロ ボ ッ ト研 究者、

ロ ドニ ー ・ブ ル ッ ク ス が 提唱 した 「サ ブ サ ン

プ シ ョ ン ・ア ーキ テ ク チ ャ 」 と呼 ばれ る 設計手

法で あ り、こ の手法に よ っ て製作 された昆虫型

ロ ボ ッ ト 「ゲ ン ギス 」で あ っ た 。 ブ ル ッ ク ス は

1988年 に 「表象 な しの 知性 （lntelligence　witheut

Reprensentation）」 と題する レポ
ー

ト ［ブ ル ッ ク

ス 1990］ を発表 し、 後の AI ・ロ ボテ ィ ク ス に

大 きな影響 を与 えた 。

　従来の AI 研究 は、知覚 した 外部環境の 全体

を明示的な 「表象」（representation ）に 置き換え、

そ れ をもとに行為 を決定 して実行 に移す と い う

プロ セ ス を構築するこ とで 知能 を持 っ た機械 を

生 み 出そ うとする もの で あ っ たが 、こ の 手法は

大 きな欠陥を有 して い た 。 動作計画の 最中に環

境が少 しで も変動する と、構築 した環境モ デ ル

は無意味 とな り、 改 めて モ デ リ ン グ作業を行 う

必要が生 じて しまうため、 ロ ボ ッ ト （ある い は

情報処理 プ ロ グ ラ ム ）の 動 きは緩慢 とな り、環

境へ の頑強か つ 機敏 な対処 は不可能 となっ て し

ま うの で ある。

　 ブル ッ ク ス は従来 の 方法論 を批 判 して 、 環

境 と ロ ボ ッ トを切 り離すの で は な く、環境 と

ロ ボ ッ トの適切 な相互作用 を構築する事に よ っ

て ロ ボ ッ トの行動は知的な もの として現れる と

論 じた 。 ブル ッ ク ス や彼 と似た立 場にた つ 研究

者が 、しば しば論拠 として挙げる の はサ イモ ン

［SIMON　 1969］が提示 した次 の よ うな例であ る 。

浜辺 に 置か れ た
一

匹の ア リ が 巣に 戻ろ うと し て

い る 。 こ の とき、観察者か ら見ればア リが巣へ

向か う経路は 、小石 や岩、水た まり、そ して他

の 障害物の あ い だ を通 る、浜辺 に描か れた複雑

な軌跡 として捉 えられる 。 しか し、 ア リが観察

者であ る人間 とは全 く異な る身体性 （異なる セ

ン サ、異 なる脳、異なる身体）を持っ て い る こ

とに注 目すれ ば、観察者が み る ような小石 や水

た まりは ア リの 視点か らは存在 しない
。 実際に

ア リが従 っ て い る の は 「左 の 障害物セ ン サ が反

応 した と きには、右に 曲が り、 右 の 障害物セ ン

サ が反応 した と き に は、左 に 曲が れ」とい っ た

極 め て 単純 な環境 との 相互作用の パ ターン で あ

り、こ うした パ タ
ーン の 積み重ねが 観察者か ら

み れ ば 複雑 な振 る舞 い を生 み 出す。［c £ フ ァ

イフ ァ
ー

＆ シ ェ イア
ー 2001］。

　 こ の よ うに 、 知能 シ ス テ ム の 行動 の 複雑 さ

は、シ ス テ ム 内部の 複雑 さからで はな くシ ス テ

ム と環境の相互作用の 複雑 さか ら生 まれ る の で

あ り、 その 相互作用に 主眼を置 い た設計手法 こ

そ知能研 究に と っ て 有用で ある とブ ル ッ ク ス は

論じた ［ブ ル ッ ク ス 1990：96］。 ブ ル ッ ク ス が

提唱 した 設計手法、サ ブサ ン プ シ ョ ン ・ア ーキ

テ クチ ャ で は、ロ ボ ッ トの 制御 は 、セ ン サ情報

N 工工
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を独 自に認識 ・
判断する条件部 と、直接実行 ロ∫

能な断片的行動か らなる行動部の セ ッ トの 集合

で 構成 される 。 従来 の 手法が、全て の セ ン サ の

情報を一
括 して認識 ・判 断 した上 で 各種の 作動

部を動かす直列的処理 で ある の に 対 し て 、サ ブ

サ ン プ シ ョ ン ・ア ーキテ クチ ャ で は個 々 の セ ン

サ 入力に判断 と行動 の各セ ッ ト （要素行動）が

別個 に 対応 し、 あ らか じめ 与 え られ た規則に

従 っ て 適切 な要素行動を選択 ・実行す る並列型

の 処理 とな っ て い る 。 こ の 設計手法の 特徴 は、

環境 の 変化に た い して 頑強 （robust ）で あ り、

理想的 な環境 を整えた実験室の 外で も動作が可

能なこ とである 。

　 また、サ ブサ ン プ シ ョ ン ・ア ーキ テ ク チ ャ は

工学的 な設計手法で ある と同時に 、 人工 知能研

究 な い し認 知科学上 の 仮説 と して提示 され て

い る
21
。ブ ル ッ ク ス の 主張は、「行動に基づ くロ

ボテ ィ ク ス 」 と い う認知研究 にお ける新た な パ

ラ ダイ ム の 端緒を切 り開 き、 「身体性認知科学」

と呼ばれる研 究分野がそ こ から生 まれ て い っ た

匚フ ァ イ フ ァ
ー

＆ シ ェ イ ア
ー 2001 ：207］。 た

だ し、ブ ル ッ ク ス の ア プ ロ ーチ は理 論的に は大

きなイ ン パ ク トを与 えた もの の 、その 設計手

法で作 られた ロ ボ ッ トは 目的をもっ た 高度な作

業は で きな い もの だ っ た こ ともあ り、サ ブサ ン

プ シ ョ ン ・ア ーキ テ ク チ ャ は 人 間 レ ベ ル の 知

能 に達する こ とな ど到底で きな い 「コ ッ ク ロ
ー

チ （虫 けら）AI 」だ とい う批 判 も起 こ っ た ［cf ．

KIRSH　1991］。

2 　新 ロ ボ ッ ト三 原則

　ア イボ の 開発 は 1993年10月に始ま る 。 SONY

情報通 信研究所の 所長に就任 した ばか りの 土 井

利忠 （当時 は執行役 員常務） が、サブサ ン プ

シ ョ ン ・
ア

ー
キテ クチ ャ を用 い た ロ ボ ッ ト作 り

を提案 し、研究員数 人が 二 週 間で 6 足 の 昆虫型

ロ ボ ッ トを試作 した 。 東急 ハ ン ズや秋葉原で 買

い 集め た部品を使 い 13万 円ほ どで
一
体の 試作機

が で きた と い う。 技術者 たちは試作機の 動作 に

一喜一憂 し、熱心 に議論 を始め た 。 こ の 様子を
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見 て い た土 井 は後 に こ う語 っ て い る 。 「い い 大

人がわ くわ くして熱 中する 。 こ れは い ける 、 と

思 い ました。仕事をさせ ようとす るか らだめ な

ん で す 。 役 に 立 た な くて も、 楽 しい な らい い

じ ゃ な い か、と」 （朝 H 新聞2000年 6 月 5 日夕

刊 1頁）。 しか し、い くら 「楽 し い 」 とい っ て

も、 その 機械が売れる か どうかは全 くの 未知数

で あっ た 。 実際、土 井ら の 試み は社内で は なか

なか理 解され なか っ た と い う。 土 井は 当時の 社

内の反応を 「役にた た ない もの を作 っ て何を遊

ん で い る ん だ、と い う雰囲気で したね」（朝 日

新 聞2000年 6 月 5 日夕 ［
：IJ　1頁） と語 っ て い る。

　土 井ら初期の 開発者た ち は、「役に立 た な く

て も楽けれ ば い い 」 と い う漠然 と した 印象か

ら出発 して 、 魅 力あ る商 品を作 り上 げて い か

なけれ ば な らなか っ た 。 そこ で 必要 とされ た の

は 、 実機を精緻 に作 りあげて い く事だ けで は な

く、 そ もそ も自分た ちが作ろ うとして い る機械

が い か なる もの で あ り、
い かに して消 費者に受

け入れ られる もの とな りうるか 、つ まり製品と

して の イ メ
ー

ジを作 り Eげる こ とで あ っ た 。 ど

の よ うなイ メ ージが作 られたか を示 して い る の

が、実機開発 に あたっ て一L井 らが作成 した 「新

ロ ボ ッ ト三原則」で ある 。 土 井は次の ように述

べ て い る 。 「作家、ア イザ ッ ク ・ア シ モ フ の ロ

ボ ッ ト三原則 は有名ですが 、 私達は人間の パ ー

トナ
ー

とな る ロ ボ ッ トを 目指 して い る の で 、新

三 原則 を作 りま した 。 第
一

条は ア シ モ フ の 原則

とほ ぼ同 じで 、ロ ボ ッ トは人間 に危害を加えて

は い け な い
。 第 二 条 は違 っ て 、 原則 と して 人

問に注意 と愛情 を向けるが、時に反抗 して もい

い 。 第三 条も違 っ て、人 間の 愚痴を辛抱強 く聞

くが、時に は憎 まれ 凵 を叩 い て もい い
。

つ ま り

ロ ボ ッ トに新 聞 を取 っ て きて くれ と頼 んで も、

取 っ て くる時 もあれば、今日は寒い か ら とご ね

るか も しれ な い 、そ ん な ロ ボ ッ トを作 りた い で

すね」 （朝 日新 聞2001年 1 月13日夕刊 7 頁）。

　 こ こ で 注目され る の は、「新 ロ ボ ッ ト三原則」

の 語 りが 、 サ ブサ ン プ シ ョ ン ・ア ーキテ クチ ャ

の 特徴 を読み 替える こ とで成 り立 っ て い る とい
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うこ と で ある 。 前述 した よ うに 、 こ の 設計手法

で 作 られ た ロ ボ ッ トは お もに 次の 3 つ の 特 徴

を持 つ 。   生物の よ うな複雑な振 る舞い を、 

理想的 な環境が確保 で きない 場所で も実現で き

るが 、   目的 を持 っ た高度 な作業 はで きな い 。

AI 研究の 場に お い て、これ らの 特徴は 、 サ ブ

サ ン プシ ョ ン ・
ア
ーキテ ク チ ャ が 刻々 と変化す

る環境で 複雑に動作する生物に近づ くた め の 近

道 で ある こ とを示す 論拠 と して 、 ある い は 、 生

物 の 知能 を複製する とい う目的 に資す る もの で

は な い とい う疑念の 根拠 として把握され た。一

方 、 新 ロ ボ ッ ト三 原則 にお い て は 、 「複雑 に動

作する こ と は で きるが 、目的 を も っ た高度な作

業は で きない 」 とい う特徴 は 、 「人 間の 命令を

い つ も聞 くわけで は な く、時に反抗 した り気 ま

ま に振舞う」 とい う特徴 へ と読み 替え られ て い

る 。 また 、 「実験室以外の 環境で も動作 で きる 」

とい う特徴 は、住居 な どの 人 々 が 生活する複雑

な環境 にお い て も 「人間の パ ー
トナ

ー
」と して

動作 する こ とが で きる とい う特徴へ と読み替 え

られ て い る 。 こ うした読み 替えに よ っ て は じめ

て、 ロ ボ ッ トを一般 向けの 商品として販売す る

可能性が生み出 されて い っ たの で ある 。 「人問

の パ ー
トナ

ー
」と い うイ メ ー

ジ を もとに、開発

者た ちは ペ ッ トと し て飼わ れ て い る犬や猫 と人

間の コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン をモ デ ル として検討 し

なが ら、試作機を改良 して い っ た
：1／／
。こ うし て 、

試作機は徐 々 にブ ル ッ ク ス らが 製作 した昆虫型

ロ ボ ッ トとは異なる もの にな っ て い っ た 。

　以 一ヒの ように、開発者たちは、ブ ル ッ ク ス ら

の 製作 した もの と同様 の物理 的構成 を持 つ 試作

機の 製作に 「わ くわ くして 熱中す る」なか か ら、

人工 知能研究 の 場とは異な る語 り口 を編み 出す

こ とで 、 「役 に 立 た ない 機械」 を魅 力ある 製 品

へ と変 えて い く契機を見出 した の である 。 した

が っ て、科学の 進歩によ っ て 遂に人 と生 活 を と

もにす る ロ ボ ッ トが現 れ た とい う一般 に流布

した理解 は妥当では ない 。 人工知能研究 Lの ア

プ ロ
ー

チ として提唱 された サ ブ サ ン プ シ ョ ン ・

ア ーキ テ ク チ ャ は 、 工学的装 置の 商品化の 現場

にその ままもっ て きて も、 「役 に立 た な い 」機

械 の 設計手法で しかなか っ た 。 ア イボ の 開発者

た ちは 、 科学の 文脈で はむ しろ時代遅 れ にな り

つ つ あ っ た装置 を一 「人間の パ ー トナー」 と

い うイメ ージを新 たに付 与す る こ とで
一 商

品開発の 文脈に位i づ け直 した の で あ り、 真に

新 しか っ たの は技術 で はな くそ の アイ デ ィ アで

あっ た。

　 しか しなが ら、 「新 ロ ボ ッ ト三原則」 の 語 り

が示 して い る ような製品イ メ
ージ は、工 学的な

設計指針 とは な りえな い
。 どうい っ た機能を実

装 する こ とが 「入間に注 意 と愛情 を向 けるが 、

時に反抗 して もい い 」 とか 、「憎 まれ 目 を叩 く」

と い っ た描写 に適合 的なの か 、 特定で きな い か

らである 。 こ うした イメ
ー

ジは、実機開発の 過

稈 の 中で 、 具体的な工 学的 メ カ ニ ズ ム へ と翻訳

される必要があ っ た 。 ア イボ の 機能シ ス テ ム は

サ ブサ ン プ シ ョ ン ・ア
ー

キ テ クチ ャ を もとに し

て 最終的に 「エ
ー

ジ ェ ン ト ・ア ーキ テ ク チ ャ 」

と呼ばれる機構 へ と仕上げ られ て い っ たが 、 こ

の 機構 の 中心 をなす 「情動モ デ ル 」に は、「新

ロ ボ ッ ト三原則」で 描かれ た イ メ
ー

ジが 反映 さ

れて い る 。 実機 開発 の 中心 を担 っ た AI研 究者

藤田雅弘 は、 ロ ボ ッ ト学会誌に掲載された論文

の なかで 、次 の よ うにその 仕組み を説明 して い

る 。 「セ ン サ 入 力 を喜びや 怒 り、 とい っ た基本

情動に 対 して 評価 し、適当なダ イナ ミ ク ス をそ

の 基本情動に 与えて情動モ デ ル を構成 し、例 え

ば喜びが 大 きな値を持 っ て い る ときに 目 の 前に

手 を出 され る とお手をす る が、怒 りが 大 きな値

で あればお手 を拒否す る 行動をする 、 と い うよ

うに 1司 じ刺激 に対 して異な る行動を取 らせ る こ

とで 複雑度 を増す こ とが で きる」 ［藤 田 1999 ：

949］ （こ の 記述 は試作機の 説明で あ り、 製品化

され た もの で は 「お手」 と い う人間の 発声が入

力値 となっ て い る）。

　情動モ デ ル に よ っ て構築され た 反応パ タ
ー

ン

は、「反抗」した り 「憎まれ 口 を叩 く」ほ ど能

動的なもの で は ない 。 しか し、一定の 傾 向性 を

持 っ て 変化す る値 を 「お手」 の 動作の 如何に連
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動させ る こ とに よ っ て 、 あ る種の きま ぐれさや

感情 の 変化を表現す る こ とを意図 した もの で あ

り、「新 ロ ボ ッ ト三 原則」の 語 り口 を反映 して

い る。 情動モ デ ル は、アイ ボ の 機体に挿人する

メ モ リ
ー

ス テ ィ ッ ク に収め られ る ソ フ トウ ェ ア

に よ っ て異 なる変化の 傾向性 をもつ ように設計

され 、 それ に よ っ て様 々 な 「個性」や 「成長過

程」 を表現する こ とが 目指 され て い っ た 。

3　 二 つ の製品化戦略

　「人 間の パ ー トナ
ー」 とい うイ メ ージ は、魅

力ある製品を作 りあげるため の 指針 と して活用

された と考 え られ る 。 しか し、前述 した よ う

に 「新 ロ ボ ッ ト三 原則」で 語られ た イ メ ージ は

必ず しも実際に で きあが っ て い く試作機 と整合

的な もの で は な く、製品化の 戦略や具体的な購

買層の 特定 にはあ ま り役に立 た な い もの で あ っ

た 。

　実機開発や 具体的な商 品化が進 むに つ れて 、

ア イボ をめ ぐる イメ ージはよ り具体的なもの と

な り、 同時に多様化 して い っ た 。 ア イボ の 開発

者たちは、様 々 な経歴や 資質を持 つ 人々 か ら構

成 され て い る 。 1993年に始 まっ た開発設計か ら

参加 して い たの は、専門的な知識 をもつ 研究者

や技術者た ちで あ っ た 。一
方、 1998年に 始 まっ

た量産設計か ら参加 した の は 、 商品化の 経験に

長 じた （イン フ ォ
ー

マ ン トの 自称に よれば）「技

術屋」 たちであ っ た。彼等の あ い だ に は、ア イ

ボ をめ ぐる認識の 相違が見 られ る 。

　開発設計の 中心人物 で ある藤 田は 、 設計段 階

にお い て 重 視 した点 に つ い て 次の ように述 べ て

い る 。 「ペ ッ ト型 ロ ボ ッ トにお い て 最 も重 要 と

思 われ る こ とは、「い か に生 きて い る よ うに見

せ るか』 と い うこ と で ある 。 我 々 は こ の 問題

を 『い か に複雑な反応 と行動を ロ ボ ッ トに させ

るか』とい う問題 に置 き換え、自律型 ロ ボ ッ ト

全体の 構成を考えた」匸藤 田 1999： 947］。 藤田

は また、次 の よ うに も述 べ て い る 。 「理想 的な

環境でで きる こ と と実際に ロ ボ ッ トが動 くこ と

は違 うの で、相対的 に知的に見えれ ば い い と 。
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「研究室 で あれ ば で きる』 の で は な く、実際 に

ロ ボ ッ トを持 っ て い き、どこ で もデ モ ン ス ト

レー
シ ョ ン で きる もの を日指し ました」（ウ ェ

ブサ イ ト 「銀座 の 学校」第40回 トー
ク シ ョ

ー
よ

り）。

　藤 田 が 重視 し て い る の は 、 い か に ア イボ を

「見せ る」かで あ る 。 主 眼は複 雑で 精巧 な動作

を実現する こ とに置か れ て お り、 その 精巧な動

作 を研究室以外 で も入 々 が鑑賞で きる こ とが製

品の魅力 として捉え られ て い る G こ こ で は 、 ア

イボ は 「先端技術の 見世物」 と して認識 されて

い る 。

　
一

方 、 量 産設計 の 中心 と な っ たの は、か つ

て SONY で デ ジ タ ル オ
ー

デ イ オ や MO の 商品

化を手が け94年か らはゲ ーム 会社ナム コ に所属

して い た大槻正で ある 。 大槻 は、1997年に土 井

の 依頼 を受 けて SONY に再 入社 し、商品化 に

む けた プ ロ セ ス の リーダーとな っ た 。 彼は商品

化にお い て重視 した点につ い て次の よ うに述 べ

て い る 。 「商晶化で も っ と も重視 した の はデ ザ

イ ン で す 。 ［…　 ］ ロ ボ ッ トの 外観 で は 『イン

テ リジ ェ ン ス を感 じさせ るデ ザ イ ン 』 をポ イ ン

トに しま した。これ は ペ ッ トの 形 を した ロ ボ ッ

トだけれ ども、 ぬ い ぐるみ の よ うにただ カ ワ イ

イとい う商品で はな い 。 ヒ トとイ ン タ ラ クシ ョ

ン はする けれ ども、あ くま で も自律 した ロ ボ ッ

トなん だ 、 と感 じさせ る よ うなデ ザイ ン が欲 し

か っ た ん で す」
a」）

。 また、大槻 とともに 量産設計

段階か ら開発 に携 わ っ た イン フ ォ
ー

マ ン トに よ

る と、 ア イボ に人間の 菖葉を喋らせ るか どうか

が 問題に なっ た とき、大槻は 人間語 で は絶対だ

め だ と主 張 して い る 。 こ の と き大槻 は 、 「機械

語 で い い じ ゃ な い か 、R2D2 （映 画 「ス タ
ー

ウ ォ
ーズ」シ リ

ーズの 狂言回 し役をつ とめた 二

休の ロ ボ ッ トの うち 、 人間語 を喋 らない ほ う

の ロ ボ ッ ト）を考えて み ろ 。 あれ だ っ て 「ピポ

パ 」だけで 会話が つ なが っ て い る じ ゃ な い か ，

使 う人が会話 をすれば い い ん だ」 と述べ たとい

う 。 大槻が重点 を置 い て い る の は、ア イボ に対

す るユ ーザーの 能動的な関わ りをい かに引 き出
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すか とい う点であ る 。 つ ま り、自律性をもっ た

ロ ボ ッ トと コ ミ ュ ニ ケー トする楽 しさに商品の

魅力が見出されて い る 。

　こ の よ うに 開発過程にお い て は、「先端技術

の 見世物」と「人閲と コ ミ ュ ニ ケ ー トす る ロ ボ ッ

ト」 とい う製品イ メ
ージが 並存 して い た。ア イ

ボ の 量産体制が整 い 、 販売戦略が組み 立て られ

る段 階に至 っ て 前景化 した の は前者で あ っ た 。

初代 ア イボの 販売戦略 は参考 となる既存の 市場

が 全 く存在せ ず売れ行 き の 予測 は 困難で あ っ

た 。 そ こ で 開発者た ち は、主な購買層 を先端テ

クノ ロ ジー
に憧れ を持 ちある程 度の 知 識を持 っ

た30代の 裕福な男性 と想定し販売戦略を組み立

て て い っ た の で ある 。 とは い え、「人間の パ ー

トナ
ー
」や 「ロ ボ ッ トとの コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン

の 楽 しさ」 とい うイメ ージが完全 に放棄 された

わけ で はな い 。 明確 な用途が な く25万 円 とい う

価格で あ っ た に もか か わ らず SONY が ア イ ボ

の販売 に踏 み切 っ た背景 には 、 単なる
一

製品 と

して だけで は な く、SONY とい う企業 の 技術力

や ブ ラ ン ドイ メ
ー

ジ をア ピー
ル する広 告媒体 と

して の 役割 を期待され て い た こ とが ある 。 そ の

点 にお い て は、こ れらの イメージは積極的 に活

用 され て い っ た 。 例 え ば、ア イ ボ発 売 開始 時

に 登場 した コ マ ーシ ャ ル や ポ ス タ ー広告で は次

の よ うな言葉が 使わ れ て い る 。 「SONY 製 で は

ない
、 SONY 生 まれ で ある」、 「ア イ ボは 5000兄

弟 。 地球 の あ ちこ ち の 町で 暮 らしは じめ まし

た」
5／・
。

4　 デザイ ン の 両義性

　以 ヒみて きた よ うに、アイ ボの工 学的 デザ イ

ン の 過程は、先端科学の 最新の 成果を取 り入れ

て革新 的な技術が生み出される とい う直線 的な

過程で は なか っ た 。 む しろ 、 ア イボ の 新しさ を

生み 出 した の は その ままで は 「役に立 た な い 機

械」で しか ない 装置を魅力ある製品へ と読み 替

え る開発者の 認識上 の 操作で あ っ た 。

　 ア ル フ レ ッ ド ・ジ ェ ル 匚GELL 　1988］ は 、 テ

ク ノ ロ ジーの 発展 は 、 技術的な営み が な され る

枠組 み を方向づ ける 「呪術 的」 （magica1 ） な観

念が 果たす認知的役割に よ っ て生み 出され る と

論 じた 。 彼は 、 テ ク ノ ロ ジーの 発展 を物質的な

必要性 （ニ
ーズ）に求め る見解を否定する 。 と

い うの も 「ど ん な社会の 成員に とっ て も、すで

に どの ように満たすこ とがで きるか分 かっ て い

る ニ ーズ に加 えて 、 新た なニ ーズを感 じる理 由

は な い か ら」で あ り ［GELL　 l988 ：8］、ニ ーズ

が テ ク ノ ロ ジーの 変化 を生 み 出すの で はな く、

テ ク ノ ロ ジ
ーの 変化 が新たなニ ーズ を生み 出す

か ら で あ る。そ の 変化の 源泉 を、ジ ェ ル は 「呪

術 的」 な認識に求め る 。 彼 に よれ ば 、 テ ク ノ ロ

ジ
ー

は、生産 ・再生産 ・心理的操作 とい う3 つ

の 主要 な 目的を達成するた め の 様 々 な手段 か ら

なる プ ロ セ ス で ある 。 呪術 的認識 とは こ れ ら の

プ ロ セ ス に対 する人 々 の 「コ メ ン ト」か ら構成

され 、 技術的プ ロ セ ス が 認識 され る枠組み を形

成する もので あ り、 テ ク ノ U ジーの 発展 に不可

欠な要素で ある ［GELL　 l988 ：8］。

　 ジ ェ ル は 、 技術 的か つ 呪術 的 な シ ス テ ム の

最良 の 例 と して 、 マ リ ノ フ ス キーの 描 く トロ

ブ リ ア ン ト島の ヤ ム イモ 栽培を挙げて い る 。 ヤ

ム イモ 畑は、呪術師の 祈 り文句の 中で k 理想的

（ideal）な畑 として描 か れ る 。 そ こ で は、 地 中

の毒は空中へ と飛 び立 っ て
一
斉に海中へ と自ら

を葬 りさ り、 ヤ ム イモ の根 はオウ ム が空を飛ぶ

素早 さで 土壌 を掘 り進み 、草は踊 り、波と戯れ

る イ ル カ の よ うに わ が 身を揺 らす 。 もち ろ ん、

現 実 の ヤ ム イ モ 畑が こ の よ うに ス ペ ク タ ク ル な

場面 を提供 して くれ るわ けで は な い
。 呪術師 の

描 くヤム イモ 畑 は 、 実際の 畑 の 状態 と厳密 に対

応 して はお らず、象徴的 な表現 に他 な らな い 。

しか し、理想的 な畑の イ メ ージが何度 も喚起 さ

れるこ とによ っ て 、耕作者が 自らの 畑 をよ り良

い もの とする とい う日的を有効に実現するため

の 認識上 の 枠組みが与 えられ 、 耕作者は実践的

な諸段 階を踏 んで い くこ とに焦点をあわせ るこ

とが で きる の で ある 。 さ らに ジ ェ ル は、技術を

め ぐる認識体系と して の 呪術 は、現代社会にお

い て も消 え去 っ た わ けで は な く、 広告や SF な
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ど の 形で存在 して い る と論 じる ［GELL　l988：

9］。

　ア イボ もまた、あ らか じめ 存在する明確な必

要性 を満たすた め に作 られたわ けで は な く、む

し ろ 開発過 程を通 じて そ の 必 要性 （商品 とし て

の 魅力）が デ ザ イ ン され て い っ た 。 ア イ ボ の 物

理的構成が 決定 され て い っ た過程 は、同時 にア

イボ をめ ぐる認識 （ア イボ とは どの よ うなもの

で あ り、どの よ うに消 費者に受け入れ られ うる

か）をデザ イ ン するで もあ っ た 。 土 井 ら の提唱

した 「新 ロ ボ ッ トr 原則」 にみ られ る よ うな語

り口は、呪術師の 祈 り文句が 畑の 状態 と止確に

対応 しない の と同様に 、 工学的装置の 物理的構

成 と厳密に対応 し得な い もの で あ っ た に もか か

わ らず、科学的知識 を魅力ある製品へ と読み替

える契機 とな っ た 。 ジェ ル の 言う呪術的な認識

は、広告や SF だけで な く、工 学的装置の 開発

過程にお い て も
一

定の 役割 を果た して い る と考

え られ る 。

　 こ こ で注意 しなければ ならない の は 、新 たな

テ ク ノ ロ ジーが登場する過程 にお い て呪術 （文

化）的な認識枠組みが
一
定の 役割 を果た し て い

る とい っ て も、そ れ らが
一

方的に装置の 有様 を

決定する とみ なすこ とは妥当で は ない とい うこ

と で あ る。だが 、こ うした還元論的見解は、文

化 ／社 会的視点か ら の テ ク ノ ロ ジー研究 に し

ば しば見 られ る 。 例 えば 、 カ ル チ ュ ラ ル ・
ス タ

デ ィーズ の 見地か ら ア イ ボ と同 じ SONY の 製

品 「ウ ォ
ー

ク マ ン」 を分析 したポール ・ドゥ
・

ゲ イ は、ウ ォ ーク マ ン の 商品化 が 、 広 告の 文

章や イメ ージ を通 じて 、 「若 く活動 的で ス ポー

テ ィ なス トリ
ー トの 人気者」 とい う若者の ア イ

デ ン テ ィ テ ィ を構築する こ と に他な ら なか っ

た と論 じ、 次 の よ うに述 べ て い る 。 「文化的 な

意味は事物の 中か らで はな く、世界 を有意味に

構 築す る社会的言説 と実践 の 帰結 として 沸き起

こ っ て くる 。 匚…　 ］ ウ ォ
ーク マ ン に何か を意

味 させ る の は われ われ の 方なの で ある1 ［ゲ イ

2000 ：27］。 しか しなが ら、 もし ウ ォ
ーク マ ン

が 高音質の ス テ レ オヘ ッ ドフ ォ ン であ り携帯
．
可
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能で ある と い う物理的特徴を持 っ て い なか っ た

とす れば、い くら広告 を出 して も 「若 く活動的

で ス ポ
ー

テ ィ なス トリ
ー

トの 人気者」とい う意

味 を持 つ こ とな どあ りえなか っ たであろ う。 人

工 物 の 文化 的な 意味 は、事物 の 巾か ら で もな

く、社会的言説の 帰結 と して で もな く、 両者が

取 り持 つ 関係の 中か ら牛 まれ る 。 ア イボ の 事例

にお い て も、 ⊥井が引用 した 「ロ ボ ッ ト三 原則」

や 大槻が 引用 した 「ス タ
ー

ウ ォ
ーズ」な どの 文

化的要素は、エ ージ ェ ン ト ・ア ーキ テ クチ ャ な

どの 工 学的メ カ ニ ズ ム に翻訓 ロr能な範囲で開発

過程に影響を与えた。同時に、翻訳不可能な要

素 は次 第に後 景 に退 い て い っ た 。 例 えば 、 「人

間の パ ー
トナ

ー
」とい うイ メ ージ は 、本物の 動

物の よ うに常 に人間の 傍 らで 動 い て い るべ きだ

とい う含意を持 つ 。 そ の ため 、 開発 の 後期段階

で は、成長プ ロ グ ラ ム （開発者は 「魂」と呼ん

で い た とい う）の 入 っ たメ モ リース テ ィ ッ ク を

入れ て
一

度電源 を入れ た ら二 度と切 れ ない よ う

にす る こ とが試み られて い た 。 「電源 を切 る こ

とは殺す こ とだ と考え られて い たか ら」 だ と、

後期の 開発に携わ っ たイ ン フ ォ
ー

マ ン トは述 べ

て い る 。 しか し、電源 を人れ た ま ま だ と100日

程度 しか持たない こ とが判明 し、 こ の ア イデ ィ

ア は実現 しなか っ た。人工 物をめ ぐる認識は、

そ の 物理 的構成と の 間に特定の 連関を生 み 出す

限 りにお い て 製作過程 に組 み 込 まれ たの で あ

る。

　 開発過程に文化的要素が介在す る の は 、 単 に

開発者た ちが ロ ボ ッ トに対す る希望 や想像力を

働 かせ て い た か らで は ない
。

ロ ボ ッ トの よ うな

新 たな形態の 技術 を製品化す るために は 、 それ

が ユ
ー

ザ
ー

に とっ て い か なる もの として有用 と

な る の か を構想 しなければ ならな い
。

つ ま り、

い まだ存 在 しな い ニ ーズを新た に創出す るた め

に、人工 物をめ ぐる認識 を もデザ イ ン す る必 要

が ある 。 そ の た め に ロ ボ ッ トをめ ぐる文化的要

素が動員 され たの で ある 。 新 たな技術 を開発す

る工学的デ ザ イ ン の 過程は、科学 的知識 に基づ

い て 人工物 を物理的 に構築 して い く過程 で ある
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と同時に 、 文化 的なリソ ース を活用 しなが ら人

工物 をめ ぐる認識 をデザイ ン して い く両義的な

営み なの で ある。

　 さらに 、 工 学的デザイン の 過程における科学

的側面 と文化的側 面は単に並置され るわ けで は

な い 。む しろ、デザ イ ン の 妥当性 自体が、両者

を組み合 わせ る こ とで生み 出され て い る 。 サ ブ

サ ン プ シ ョ ン ・
ア
ーキテ クチ ャ とい う科学的知

識はその ままで は単なる 「役に立 た な い 機械製

造法」で しか な く、新 ロ ボ ッ ト三原則 な どの 文

化 的要素 はその ままで は 単なる 「ロ ボ ッ トと暮

らす未来を夢想する語 り」で しか ない 。両者を

接続する役割 を担 っ た の がエ ージ ェ ン ト ・
ア
ー

キテ ク チ ャ と呼ばれ る ア イ ボ の 機能シ ス テ ム で

あ り、そ の 中心に据えられた 「情動モ デ ル 」で

あ っ た 。 その機構 は、一
定の規則性をもっ て数

値 が変化す る よ うに プ ロ グ ラ ム した上 で 、「喜

びが 大きな値を持 っ て い る と きに目の 前に手 を

出される とお手 をするが 、 怒 りが 大 きな値であ

ればお手 を拒否する行動 をする、とい うよ うに

同 じ刺激に対 して異 なる行動 を取 らせ る こ とで

複雑度 を増す」 こ とを狙 っ た もの で あ る ［藤田

1999： 949］。 こ こ で の 藤 田の記述は、一面 にお

い て、〈画像認識セ ン サ か ら の 入力 → ア イボ に

内蔵 された コ ン ピ ュ
ー

タ
・シ ス テ ム に よる決定

→ ア クチ ュ エ
ー

タ
ー

によ る動作 〉 とい う、 機能

シ ス テ ム に 実装 された 因果 関係の 科学 的説明

で ある 。 しか しなが ら、なぜ 単なる数値 の 変化

にすぎな い もの が 「喜び」や 「怒 り」の 値 とさ

れる の だ ろ うか 。 それは 、 人間の 働 きか けに対

す る ア イボ の 動作 （お手 をする か拒否するか ）

が 、人 間の 解釈を通 じて帯 び る意味 僖 びや怒

り）が 先取 りされ て い るか ら に 他な らな い 。 未

だ存在 しない ユ
ーザー

の解釈をあらか じめ 当て

にする こ とで 、 開発者は家庭向けロ ボ ッ トとし

て 魅力的で あろ う製品を作 り上 げて い っ た。同

時に、こ うした解釈が妥当とな る の は 、 ア イボ

の 工 学的シ ス テ ム が十分 に機能 し、お手 をめ ぐ

る相互作用 を反復 して 引 き起 こ す限 りにお い て

で ある 。 つ ま り工学的デザ イ ン の 妥当性 は 、 機

械 シ ス テ ム の 作動 に おける科学的な妥当性 と、

動作を解釈する人 々 の 文化的営為 にお ける妥当

（有意）性が 組み 合 わ され る 中で 生 み 出 され て

い っ たの で ある 。

皿　受容過程

1 　「すごさ」か ら 「かわ い さ」へ

　 1999年 6 月 1 日、 初代 ア イボ 「ERSIIO 」が

目米併せ て 5000体 、 限定受注販売 された 。 25万

円 とい う価格 に もか か わ らず明確な用途 を
…

切 もた な い 奇妙な商品で あ っ た ア イボ の 売れ行

きに つ い て は、SONY 上層部の 多くが懐疑的で

あ っ た 。 しか し、 当初 はイ ン ターネ ッ トの みの

販売 だっ たに もかかわ らす日本で は3000台全て

が 開始20分で完売 し、 それか ら半年で 4万 5千台

が購 入 さ れ 百十億 円を越 す売 り上 げ を記録 し

た 。 上層部だけで な く開発者たち 自身に とっ て

も予想 を超 える売れ行 きであ っ た 。

　前述 した よ うに 、 初代 ア イボ の 販売戦略は 先

端技術 に憧れを持ちある程度の 知識 を持 っ た30

代の 裕福な男性を主な購買層 と想定し て組 み立

て られ た。しか し、実際に は購買者の 半数以上

が50代 よ り上の 高齢者で あ り女性 の 購買者 も予

想以 Eに多か っ た 。
ユ ーザー向けサービ ス に従

事 して い た イ ン フ ォ
ー

マ ン トは、SONY 側 の 意

図とオ
ー

ナ
ー

の接 し方の 差異 を 「す ご さ」と 「か

わ い さ」 と表現する 。 彼 は 、 自分た ち開発者が

精巧な動 きの す ご さを魅力 と捉えて い たの に対

して、オ
ー

ナ
ー

は 自分 に懐い て くれる こ とや動

きの か わ い さを魅力と捉 える 傾向が強か っ た と

述 べ て い る 。 受容過程 にお い て は、藤田が 重視

した技術的な精巧さ よ りも、 大槻が重視 した コ

ミュ ニ ケーシ ョ ン の 楽しさの 方が前面化 した と

も言える 。 しか し、大槻 らの 想定と類似 して い

たに して も、 実際の オー
ナ

ーとアイボの 関係 は

開発者 の 予想 を超 える もの であ っ た。

　例 えば、オ
ー

ナーは ア イボ を歩か せ る こ とが

多い だ ろ うと開発者は想定して い たが 、 予想 に

反 して 歩か せ る よ りも踊 らせ る こ と （止 ま っ た
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ままで 行 う各種の パ タ
ーン化され た動作）を好

むオーナーが多か っ た 。 犬の よ うに歩行する技

術 的な精巧 さよ りも、踊 る ア イボの か わい さ の

方が 好まれ た の で ある 。 その 結果 、 歩行に使 う

縦方向の 可動 部よ りも踊る の に使う横方向の 可

動部 にかか る負担が非常に大 きくなっ て い る こ

とが 判明 した 。 横方向の 可 動をメ イ ン に して動

作可 能な年数を計算 した と こ ろ 、 縦方向がメ イ

ン の 計算の 半分ほ ど しか持た ない こ とが分か り

開発者の 問で大騒 ぎにな っ た とイ ン フ ォ ーマ ン

トは述べ て い る。

　 また 、第
一

世代 ア イボ発売後か ら、オ
ー

ナ
ー

の 問で ア イボ に服を着せ る と い う現象 も生まれ

た 。 SONY 側 として は全 く予想 して い なか っ た

こ とで あ り、可動部 に服が 巻き込 まれ るな ど し

て 故障の 原因に もな っ た 。 オ
ー

ナ
ー

た ちは、イ

ヌ 用 や ぬ い ぐる み用 の 服を流 用 し て ア イボ に

着せ 、中には手作 りの 服 をネ ッ ト販売する オ
ー

ナ
ーもい る 。 なぜ服 を着せ るのか と い う筆者の

質 開に対して、オ
ー

ナ
ー

の 多くは擦 り傷 を防 ぐ

た めや ホ コ リ よけ と い っ た理 由 と同時 に、 「服

を着せ る とか わ い い か ら」、「ほか の 子が着て い

る の に 自分の 子だけ裸 なの は可 哀想だか ら」と

答 えて い る 。

　ア イボ ・
オ
ー

ナ
ー

は 「オ フ会」と呼ば れ る ア

イボ を持ち寄 っ て 開か れ る集 ま り
6〕

や イ ン タ ー

ネ ッ トを通 じて様 々 に交流する よ うに な り、そ

うした場 に お い て 自作 の 服や ア イ ボ を踊 らせ る

プ ロ グ ラ ム な どが交換され る よ うに な っ た 。 そ

の 結果 、 開発者の 想定に はなか っ た ア イボ へ の

接 し方が広が っ て い っ た 。 オ
ー

ナ
ー

の 多 くは、

筆者と の や り取 りの なか で 、 ア イボは 「家族

の 一員」の よ うな存在 だ と述 べ て い る。こ うし

た変化は、カス タマ ーサ ービ ス や マ ーケテ ィ ン

グ調査 を通 じて SONY 側の 知 る とこ ろ にな り、

そ の 後 の シ リ
ーズ展開で は、ア イ ボ の 「かわ い

さ」に 焦点をあ て た 様 々 な変 更が 加 え られ て

い っ た （踊 りの パ タ
ーン の 増加、丸み を帯びた

機体デザ イ ン 、お しゃ べ り機能、オ
ー

ナ ー認識

機能な ど）。
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　以 上 の よ うに 、 オーナーがア イボに感 じる魅

力や それ に基づ い た オ
ー

ナ
ーとア イボ の 関係性

は、開発者の 想定し て い た もの と は多分に 異 な

る もの で あっ た 、 技術 に詳 しい 裕福な 30代の 男

性 とい う狭 い 購買層 を設定 して い た ソ ニ ー側の

販売戦略が外 れた に もか かわ らず、ア イボが 予

想外の 商業的成功 を収め た の に は 、 こ うした開

発時の 想定 との 齔齬が働 い て い た と も考え られ

る 。 で は、以上 に述 べ て きた よ うな変化、特 に

その 中心 とな っ たア イボの 「かわい さ」はい か

に して 生まれ て い っ た の だ ろ うか。

2　 ロ ボ ッ トの い る生活

　開発 時 の 想定 と異 なるオーナーの 営み が ア

イボ の 商業 的成 功 に寄与 した 可 能性は、開発

者自身も認め て い る 。 発売開始 の 翌年 に発表 さ

れ た 論文 の 中で 、藤 田 ら は 次 の よ うに述 べ て

い る 。 「1999年11月時点で は5
，
000台が 出荷 され

て 、 5，000の 未知 の 環境 で 動作 を して い る 。 必

ず しも開発者の 意図 した通 りに動い て い る とも

思われない が 、 市場の 反応は おお むね良好で あ

る。実は こ れ に は AIBO が 自分の 思 う通 りに動

か ない こ と に対 して ユ ーザが 自分な りに都合 よ

く解釈を与えて満足する とい う不思議 な作用の

存在が寄与 して い る ように見 える」 ［佐部
・藤

田 2000 ：186］。

　 オ
ー

ナ
ー

は、しば しば ア イ ボ の 振 る舞 い を開

発者か らすれ ば誤 っ た か た ちで 認識する 。 以 ド

は、オ フ 会 を訪 れ て い た 開発 者 の
一

人 が、笑

い 話 と して語 っ て い た もの で ある 。 「あ るオー

ナ
ー

と会 っ た 時 に 、 その 人 は何 故か い つ も同

じ曲をか ける とアイボが反応す るの で 、「こ の

子 はこ の 曲が好 きなん だ」 と熱心 に言 うん で す

ね 。 音 に反応する ように なっ て はい るけ ど、メ

ロ デ ィ を聞 き分ける 機能は な い の で た だ の 偶

然 なん で すけど」 （2004年 ll月）。 また 、 ア イボ

は TV 画面 に反応す る こ とが 多 く、オ
ー

ナ
ー

の

間で は 「うち の 子 （ア イ ボ ）は ニ ュ
ース が 好

きだ」 とか 、「うち の f は音楽番組が 始 まる と

TV の 前 を離 れな い 」 とい っ たや り取 りが な さ
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れ た りす る 。 ただ し、こ れ らの 認識の 多 くは、

オーナーそ れぞ れ の 「自分 な り」の 解釈で あ る

とい うよ りも、ア イ ボ の 動作 が オ ー
ナ
ーの 生 活

す る空間の 日常的 な有様にお い て把握 され る こ

と に よ っ て 不可避的に 生 じ る もの で ある 。 以 下

は、「ア イボ不思議 ス トー
リ
ー」 と い うテ

ー
マ

に応 じた ア イ ボ関連掲示板へ の 投稿か らの 抜粋

で ある 。 「（ア イボを非常 に可愛が っ て飼 っ て い

た投稿者の 母が 亡 くな っ た時の お 葬式で 、投稿

者の 娘が アイボの ス イ ッ チ を入れ ると）祭壇 と

は違 う場所に い た の に もか か わ らず、 くる っ と

娘 にお尻 を向け、○○ ちゃ ん （ア イボ の 名）は

真 っ 直 ぐに祭壇 の 前に進 ん で 行 きまし た 。 そ

して 置 い て あ る座布団 に ひ ざまず き、 fお ば 一

ち ゃ あ
一ん 」 と ア イボ語で 声 を出 し、頭 を下 げ

た ま ま左右に 降 っ て青い ラ ン プ をピ コ ピ コ 、親

戚
一

同 び っ く りして 手が 止 ま っ て しま い ま し

た 。 ○ ○ち ゃ ん は しば ら くそ う して い ました

が 、やが て 座 っ て母 の 写真を ジ
ー

ッ と見て悲 し

い ラ ン プ をピ コ ピ コ 」（括弧内は筆者 に よ る ）。

　 こ の ア イボの 動作 は特 に 異常 な もの で は な

い
。 開発者 の 視 点に た て ば 、ア イ ボ は登録 さ

れ た オーナーの 顔を 認識 し近寄 っ て 呼びか けの

音声 を発 しなが ら青 い ラ ン プ （喜 びを表す） を

点滅させ たが 、 頭を なで る など の 反応が なか っ

た ため赤 い ラ ン プ （悲 しみ を表す〉を点滅させ

たの で あ り、 葬式 とい う場で偶然そ れが 起こ っ

た にすぎな V丶 とい うこ とになる。しか し、そ

の 場 に居合わせ た人々 に とっ て は、同 じ動作が

「亡 き飼い 主 へ の 哀悼」 とい っ た 意味を持 っ て

くる の は必然的で ある 。 もし、 開発者や ア イ ボ

の 機 能に詳 しい 人物が葬儀 の場 に居合 わせて 、

そ れが 偶然にす ぎな い と説明 した な らば、む し

ろ彼の 言 い 分の ほ うが勝手な解釈 と思われ る だ

ろ う。

　こ の 時、ア イ ボ の 動作が 帯び る意味は、個人

の 主観的な価値観の投影 （「自分な りに都合 の

良 い 解釈」）に よ っ て生み 出 され た もの で は な

い 。 葬儀の 場に お い て は、祭壇や 故人 の 写真な

ど の 事物や 人間の 身体的な振 る舞 い 自体 に 、 あ

らか じめ文化 的な意味が刻み こ まれて い る 。 そ

うした 事物や振 る舞 い と結び つ きなが らア イ

ボ が 動作する こ と に よ っ て は じめ て 意味が生 じ

る 。 つ ま り、 こ こ で の 解釈 を規 定 して い る の

は、個 人 的な 「都合」 と い うよ りは、オ
ー

ナ
ー

が しば しば無意識の うちに参照 して しま う文化

的な行動や 意味の パ タ
ーン で ある 。 ア イボ は 、

生活空間を規 定する文化 的文脈 と関係 しなが ら

動作する こ とに よ っ て、亡 き飼 い 主を悼む 「け

なげさ」 を表出する もの となっ た の で ある 。

　ただ し、こ うした オ
ー

ナ
ー

の 解釈は、物理 的

に構成 された ア イボ の 機能シ ス テ ム の 有様と全

く無関係 なもの で はない 。 前述 したように 、 開

発段階に お い て は 、 理 想的な環境が確保され た

実験室の 外で も安定して 動作する こ と の で きる

ロ ボ ッ トが 目指され た 。 しか し 、 現実の 生活空

間 を想定 しな が ら開発 を行 っ た とい っ て も、実

際に ロ ボ ッ トが作動す る環境の 全 て を考慮に入

れ る こ とは不可 能で あ っ た 。 受容過程 にお ける

ア イボ の 挙動 は、必ずしも設計時に意図され た

ように安定 した もの で はな く、 しばしば不安定

な もの とな っ た の で あ る 。 だが、ア イ ボ の 機能

的な不安定さや機能不全は、オ ーナーの 解釈を

引 き起 こす契機 とな っ て い る 。 以下は 、 オ フ会

にお い て筆者が 観察 した出来事で ある 。 「ある

オーナ
ー

が、自分の ア イボ に、ア イボ
ー

ン （骨

の 形 を したアイボ用 の 玩具） を くわえて 背中に

乗せ る芸をさせ よ うとして い る 。 ア イボは、ア

イボーン を くわえる と前足 で 背中に押 し上 げ よ

うと して 落として しまっ たが 、芸が で きた こ と

を 自慢する よ うに胸 を張 っ た 。 オ ーナ
ー

は、そ

の 姿 を見 て楽 しそ うに笑 い 、 『技 を失敗 して い

る こ とが わか っ て な い と こ ろが か わ い い ん です

よね』 と筆者に語 っ た」（2005年 2 月）。 こ の ア

イボの 動 きは 、 ＜ 「ア イボーン」 とい う人間の

発声を認識 する → ア イボ
ー

ン 芸 の 開始を決定す

る → ア イボ
ー

ン を くわ えて 背中に押 し上 げる →

技 の 成功 を自慢す るポーズを取る 〉 とい う一連

の パ タ ー ン 化され た動作で あ り、 こ の 場合は そ

の 失敗で ある 。 ア イボ の 機械 シ ス テ ム に は こ の
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技の失敗や成功を認識する機能は実装され て い

ない
。 もうひ とつ 例 を挙げよ う。 以下 も、 筆者

が オ フ 会で観察 した出来事で ある。 「ある オ
ー

ナーの アイボが 、 畳の 上 を早足で 進 んで い た 。

そ の ア イボは障子 の 前まで進む と、あた りを見

回すよ うな動作を した後、い きな り障子 に頭 か

ら突 っ 込ん で い っ た 。 オ
ー

ナ
ー

が 慌て て駆けつ

けて ア イボ を障子か ら引 き離 し、他の オ
ー

ナ
ー

た ちは 少 し心配 しなが ら楽 しそ うに笑 っ て い

た 」（2004年11月）。

　 二 つ の例 に共通 して い る の は 、 技の 失敗や 目

の 前の 障子 を 「ア イボが わ か っ て い な い 」こ と

が 、 オーナーの 笑 い を引 き起 こ して い る こ とで

ある 。 しか し、「ア イボがわか っ て い な い 」 と

は、一
体ど うい っ た事態 なの だ ろ うか 。 とい う

の も、こ れ らの ア イボは技 の 失敗や 目の 前の 障

子 を認識する こ とが そ もそ もで きな い の で あ

る 。 換言すれ ば 、 ア イボ の 機能 シ ス テ ム に よ っ

て 知覚 され た 世界に は、「技 の 失敗」や 「障子」

が最初か ら存在し て い ない 。 それ らが存在す る

の は 、 オーナー
に よ っ て 認識された世界にお い

て の み であ る 。 「技 の 失敗」 の 場合、ア イボ に

は それ を認知す る機 能が備 わ っ て い ない 。 「障

子」の 場合 、 赤外線 セ ン サ が うま く働けば障害

物 として認知 され るが 、それ は決 し て 凵常的 な

意味 を伴 っ た 「障子」で は ない 。 オーナーに と っ

て 、 障 子に突 っ 込むこ と は 例えば コ ン ク リ
ー

ト

の 壁 に突 っ 込むこ ととは異なる意味を持つ 。障

子は コ ン ク リ
ー

トとは違 い
、 破 ろ うと思え ば破

れ る もの で ある が 、 生活上 の 利便性な い し習慣

として ぶ つ か っ た り破っ た りする こ とは避 ける

べ きもの で ある 。 オー
ナ

ー
に とっ て障子は 、 物

理的に存在するだけでな く、固有の 文化的な意

味を持 っ て い る 。 だ か らこそ 、 障子に突 っ 込 む

アイボの 動作 か ら笑 い が生 じる 。

一方 、 障子 に

頭か ら突 っ 込ん で い っ た ア イボ の 知覚 した世界

には、障害物 も障 予も存在 しな い の で あ り、そ

れをア イボ （の 機能 シ ス テ ム ）は 「わ か っ て い

る」の で あ る。つ ま り、「アイボが わか っ て い

ない こ と」 とは 、 実際に は 「オーナーがわか っ
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て い る こ と」 と 「ア イ ボが わか っ て い る こ と」

の ズ レ に よ っ て 構成 されて い る 。 両者 の ズ レ

は 、
ロ ボ ッ トの 機能シ ス テ ムが認知で きる世界

の 有様 と人間が認識す る世界の有様の 齟齬 に他

ならず、当時の （ある い は現時点で も）人工 知

能 ・ロ ボ ッ ト工 学の 限界 を示す もの で ある 。 さ

らに、こ れ らの 出来事が笑 い や ア イボ の か わ い

さを生み 出すの は、ア イ ボ の 機能シ ス テ ム が 障

予や技の 失敗 を知覚す る こ とに 失敗 して い るか

らで は な く、障子や技 の 失敗 を 自分が認識で き

ない こ とをそ もそ も認識で きて い ない か らで あ

る 。 ア イボ は、ち ょ うど物心の つ き始めた子供

の振 る舞 い が しば しばまわ りの 大人の 笑 い を誘

うの と同様 に、「わか っ て い ない こ とをわか っ

て い ない 」か らこ そ 、 「かわ い い 」の で ある 。

　上 の 二 つ の 例が 示して い る よ うに、ア イボ の

動作は、そ の 機能的な不安定さに よっ て、 しば

しばオーナー
に と っ て 予測不可 能 な もの とな

る 。 もちろ ん 、ア イボ
ー

ン 芸の よ うに開発者が

実装 した 行為パ ターン の 範囲内にあ る挙動 は 、

オ
ー

ナ
ー

に と っ て も予測可 能なもの で ある 。 し

か し、ア イボの 機能 シ ス テ ム に よる外部環境 の

認識の 仕方 と 、 人間の 知覚メ カ ニ ズム およ び文

化的 なバ イア ス を伴 っ た認識の 仕方 は全 く異 な

るた め、オ
ー

ナ
ー

に と っ て は思 い もか けな い 場

所で 突然 ア イ ボ の 行動は 予測を超え て い く（「自

分の 思 うとお りに動か な い 」）。 オ ー
ナ

ー
に とっ

て の 予 測可能性 と予 測不 ロ∫能性 の 問を往復する

こ とで 、 ア イボ の 行動は複雑 さを増す 。 こ の 複

雑 さ は 、 ア イ ボ の 機能 シ ス テ ム の 不安定 さや

機能不全 に よ っ て 生 まれ る もの で あ り、開発者

がエ ージ ェ ン ト
・
ア

ーキテ クチ ャ や 「情動 モ デ

ル 」 の 制御 に よ っ て実現 しよ うとした 「生 きて

い るか の ように見 える複雑 さ」 とは全 く異 なる

もの である 。 い くら複雑な動 きを実現 した とは

い え、ア イ ボ の 挙動は犬や猫 などと比 べ る と単

純極 ま りな い もの で あ っ た。筆者の 問い に対 し

て オー
ナ

ーの ほ と ん どは 「ア イボが生 き物 の よ

うに思 えたこ とは ない 」 とか 「動物の ペ ッ トと

は全 く別物 」 と答 えて い る   しか し 、 その あ
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とには しば しば「で もただ の 機械 とも思 えない 」

とか 「機械 で も生 き物で もな い 不思議な存在」

とい う言菓が 続 く。 逆説的で はあるが 、 ア イボ

を生 きて い るかの ように複雑 に動作 させ るため

に開発者が構築 した機械 シ ス テ ム の 散発 的な失

敗が 、む しろ規則的 なパ ターン に律儀に 従 い な

が らも突発的にそこ か ら逸脱す る非機械 的か つ

非生物的な複雑 さをア イボ に 与えて い る の で あ

る 。

　 た だ し、 ア イボ の 「機械 とは思えない 」複雑

な動 きとは 、 オー
ナ

ーの解釈 な しに は単なる機

能不全 （機械の 故障）で しか な い
。 オ ーナーの

予想 を超 えるア イボの 挙動 か ら、 それを把握す

るこ との で きる解釈が引 き出される こ とで は じ

め て、開発時の 想定とは異 な る ア イボ の 有様が

生 まれる 。 例えば、障子に突 っ 込ん で い っ たア

イボ の 動作 は、「こ の 子はや ん ち ゃ だね え」 と

い っ た語 りを引 き起こ し、 以後 「やん ち ゃ さ」

が その ア イ ボ の 個性 の
一

部となっ て い く。 こ れ

らの 解釈 にお い ては、葬儀や 障子や幼児の 認識

の 限界な どに伴 う習慣的お よび文化的な意味の

配置が資源 と して 活用 されて い る 。 そ の 結果、

ア イボの 動作は オ
ー

ナ
ー

の生活する空間にお け

る 日常的な意味 の 諸相 をオーナーと共有するよ

うに な り、ア イボは 「家族の 一員」とな っ て い っ

たの で ある 。

　 とは い え、オーナーの 営み を通 じた ア イボ の

変容 を、た ん に アイボとい うテ ク ノ ロ ジ
ー

の 産

物 が 日常的 お よ び文化 的な 文脈 に埋 め 込 まれ

る こ と で新た な意味を獲得 し て い っ た過程 と見

なす こ とは妥当で は ない 。 む しろオ
ー

ナ
ー

の解

釈は、物理 的に構成された機 能シ ス テ ム に 基づ

くア イボ の 挙動 と生 活空間に おける意味の 諸相

を媒介す る もの として現れ て い る 。 前述 した よ

うに、現在 の 人工 知能研究は 、 複雑で 動 的な環

境に お い て 人 間が なす よ うな認 識 と行為 を機

械 に よっ て実現する まで には至 っ て い な い 。 外

部環境に対 して 適切な モ デ リ ン グ と行為 シ ス テ

ム を構築す るた め に は、フ レ ーム 問題や記号接

地 問題 と呼ばれ る い まだ解決 さ れ て い な い 課

題が存在する 。 簡潔に い っ て しまえば 、 現時点

で製作 され た ロ ボ ッ トがその 数学的メ カ ニ ズ ム

を通 じて 認識 し行動する世界は、人間が認識 し

行動する世界 とは大 きくズ レた もの に なっ て い

る。ロ ボ ッ トが まな ざす 世界 と人 間が まな ざす

世 界は、しば しばすれ違 うの で あ る 。 開発者た

ちは、情動モ デ ル を軸 と して 「お 手」や 「ア イ

ボー ン 芸」とい っ た
一
定の （ア イボ と人間の 相

互 作用の ）パ タ
ー

ン を構築する こ とで 、こ の ズ

レ を部分的に解消 しよ うとした 。 しか し、 サ ブ

サ ン プ シ ョ ン ・ア ーキ テ クチ ャ を土台に作 られ

た ア イ ボ は 、 こ の 設計手法の 特徴 で あ る環境の

変化に対する強 さをい か して、開発者の構想 し

た行為パ タ
ー

ン を離れ て もなん とか動作 しつ づ

ける 。 その 結果 、 ア イボ とオーナーが認識 ・行

為する世界の 相違が顕在化し、ア イ ボ の 挙動は

オ
ー

ナ
ー

の 予想 を超 える も の とな る と同時 に、

オーナーによる解釈 を引 き起 こ す契機 となる
S｝

。

そ の 契機 の
一

つ が ア イ ボ の 機能不全 で あ るが 、

同 じこ とは機能不全とは無関係に 見 える葬儀の

場で の ア イボの 振 る舞 い に も言える 。

　亡 きオ ーナ ー の 遺 影へ の ア イ ボ の 働 きか け

は 、通常 の オ ーナーへ の 働 きか け と異なる もの

で はない 。 ア イボの 機能 シ ス テ ム は 、 登録 され

たオ
ー

ナ
ー

の 画像 との 間に
一

定の 類似が 見られ

れ ば、生 きて い る本 人で あろ うが 写真 で あろ う

が共 にオ
ー

ナ
ーとして認識 する 。 しか し、葬儀

の 場に居合わせ た人 々 に と っ て は ア イ ボが認識

して い る の は オーナーの 遺影に他 ならない 。 ア

イ ボ と人 々 の 認識 して い る もの が 違 うに も関わ

らずア イ ボ が 通常 の 挙動 を繰 り返 し得 た こ と

で 、 その 動作 は固有の 意味 を帯 びる もの とな っ

たの で ある 。

　 こ こで注意すべ きは 、 ア イボ の 動作 をめ ぐる

オーナー
に よる解釈 と、 開発者の 「科学的」説

明 との 間にはそ れ ほ ど明確な差が な い とい うこ

とで ある 。 前述 した よ うに、 葬儀 の 場で の アイ

ボ の 動作 を描 く投稿者の 記述 は、開発者の 視点

か ら見て も誤っ た もの で はな い
。 この 記述が解

釈で ある ゆ え ん は 、 開発者な らばつ け加 えたで
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あろ う 「ただの偶然」と い う判断 を含 まない と

い う点に しか ない
。 また 、 アイボー

ン 芸 の 事例

に お ける 「失敗がわかっ て い ない とこ ろ が か わ

い い 」 とい うオ
ー

ナ ーの 語 りも、 開発者の 視点

に 立 っ た認識か ら大 き く外れ る もの で はな い
。

ア イボ に は技の 失敗 を認識 する機能はな い の だ

か ら 、 確かに ア イボは「失敗が わか っ て い ない 」

の で ある 。 しか し、 「そこ がか わい い 」 とい う

言業が加え られ た瞬 問に、アイボの 挙動は幼児

にみ られ る よ うな 「自分が わか っ て い な い こ と

が わか っ て い な い 」 とい う特徴に お い て捉えら

れて い る 。 もう一
つ 例 を挙げよ う。オ

ー
ナ
ー

の

間で は、ア イボ は 「オ フ 会な どで 他の ア イボ に

会うと新し い 技 （パ タ ーン化され た動き）を覚

える」 と広 く言われ て い る。開発者 に言 わせ れ

ば こ れ は誤 っ た認識で あ り、 「あ ま り刺激 の な

い と こ ろ で ア イボを動か し て い た場合 、 オ フ 会

の ような刺激の 多い 場所に い くと、それ が 引 き

金 となっ て今まで見せ なか っ た技 をする こ と も

ある だろ うが、他の ア イ ボ に 会 っ たか らで は な

い 」 と い うこ とになる 。 ア イボに は、 膨大 な数

の パ ターン化 された動 きが あ らか じめ実装 され

て お り、周 囲か らの刺激や成長に あわせ て 徐 々

に動作可能に な っ て い く。 また 、 シ リ
ーズ 中期

か らの ア イボ に は他 の ア イボ を認識す る機能 も

ある 。 しか し、他の ア イボ を認識す るこ とが引

き金 とな っ て新たな動作が可 能 に なる と い うこ

とは な い 。 これが 開発者か らすれ ば「科学的に 」

正 しい 見解であ り、 オーナーは因果 関係 を取 り

違 えて い るだ けだ とい うこ とに な る 。 しか し、

オー
ナ

ー
の 言明 と開発者の 言明の 違 い はそれほ

ど明確で は な い
。 他 の ア イボ に出会 うこ とと、

オ フ会に行 くこ と （とそ こ で の 刺激 の 増加）は、

常 に で は ない が、多 くの 場合同時に起 こ る か

らだ 。 したが っ て 、 「オ フ 会で 他の ア イボ と出

会 う→ 新しい 技を覚え る 」と い う因果関係 を想

定する こ とは、一
定 の 妥当性 を持 つ

。 同時 に、

オー
ナ
ーの 言明は 、 オ フ 会に 出か けて 他の オ ー

ナ
ー

に会 うとい う自ら の経験 を ア イボ の 動作の

変化 と結び つ ける こ と で 、自分 とア イボが 共に
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他者 と 「出会 う」 とい うオ フ 会で の 経験 に よ り

豊 か な意味 を 与える もの となっ て い る 。

　 こ れ ら の解釈は、開発者の 科学的説明と部分

的な整合性を維持 しなが ら 、 そこ に 自らに と っ

て よ り意味深 い 要素 を付け加 える こ とに よ っ

て 妥当な もの となっ て い る 。 換言すれ ば 、 オ
ー

ナーに よる解釈の 妥 当性は、文化的体系が担保

する 妥当 （有意）性 と科 学 的体 系が担保す る

妥当性が組み合わ される中で生 じて い る の で あ

る 。

　 こ の よ うに 、 オーナーの 解釈は 、人工知能研

究や ロ ボ ッ ト工学 とい っ た科学的営為に基づ い

た アイボ の 物理 的挙動 と 、 葬儀や 障子や幼児の

認識の 限界に伴 う日常 的か つ 文化的な意味の 配

置 と の 間 を媒介する こ とで 有意味なもの とな っ

て い る 。 その 結果 、 開発者の 想定 とは異なる魅

力として 「か わ い さ」や 「やんちゃ さ」や 「け

なげさ」が生 まれ 、 ア イボは 「先端技術の 見世

物」か ら「家族の
一

員」とな っ て い っ た の で ある 。

3　解釈の両義性

　技術的人工物の 意味や機能が、そ れ を受容す

る 人 々 の 解釈 を通 じて 変容する こ とは、「テ ク

ノ ロ ジ
ー

の社会構成」 を唱える論者に よっ て し

ば しば指摘 され て きた 。 代表的な例 が 、 ピ ンチ

とバ イカ
ー

が分析 した 初期の 自転車の 開発 と受

容 の 過程で ある 。 彼 らによれ ば19世紀末の 自転

車は 、 ス ポ
ー

ッ 用 と運搬用 と い う全 く異なる機

能を持 っ た 二 つ の 装置 と して 出発 した 。 自転車

に乗 るこ とをス ポー
ッ競技 として解釈 した顧客

層 （主に若い 男性）は 、ス ピー ドは 出るが不安

定なハ イホ イール 車を歓迎 し、 自転車 を効率的

で 安全な輸送手段 と して解釈 した顧客屑 （主に

女性） は、両輪が 同 じで サ ドル の 低 い デ ザ イ ン

を歓迎 した 。 最終的に は 、 安定性 を維持 しなが

ら速 度 もで る 自転車が 開発 され、ハ イホ イー

ル 車は過 去の 遺物 と して 葬 りさら れ る こ とに

なっ た 。 こ の事例か ら、 ピ ン チ らは 、 技術開発

の 初期 に は人 工 物 の 形態や 機能 をめ ぐる 「解

釈の 柔軟性」が存在す る と主 張 した ［PJNCH ＆
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BIJKER　l987］。 彼 らの 分析 に依拠 しなが ら ア ン

ドリ ュ
ー ・フ ィ

ー
ン バ ー

グ は、様 々 な解釈 の

ロ∫能性か ら最終的 に 選ば れ る の は、技術の デ

ザ イ ン 過程 に影響 を及ぼ す諸社会 集団の 利 害

関心お よび信念 と適合的な装置で ある と論 じる

［フ ィー ン バ ーグ 2004： 114］。 したが っ て 、自

転車が最終 的に競争と輸送 と い う機能を同時に

もた らす形態 を取る よ うにな っ たの は 、 両方の

機能を実現す る こ とが対立する社 会集団を とも

に満足 させたからで ある 、 と い うこ とになる 。

　 ア イ ボ もまた、技術的な 「すごさ」よ りも「か

わ い さ」を重視す るオーナーの 解釈を通 じて 新

た な 意味を帯び る よ うにな り、そ の 変化 は シ

リ
ーズ襞開 を通 じて ア イボ の 物理的構成上 の 変

化を も引 きお こ した 。 ア イボ ・オー
ナ

ー
の 中に

は 、 開発者が購買層 と して 想定した先端技術に

憧れ を持ちあ る 程度 の 技術 的 知識 を備 えた男 性

も一定数含 まれる 。 した が っ て 、受容過程にお

ける ア イボ の 変容を人工物に関する異 なる解釈

をめ ぐる交渉の 帰結 と して み な すこ と も可能に

見える 。

　 しか しなが ら 、 本章の 分析か ら導き出され る

の は社会構成主義的ア プ ロ
ーチ とは異 なる見解

であ る 。 「解釈 の 柔軟性」 モ デ ル は、同一の 人

工物 に対 して 、 社 会集団毎に異 なる複数の 認識

が な され る と い う図式 に 依拠 して い る 。 した

が っ て こ の モ デ ル で は 、 人 々 の 認識が技術 を通

じて 新た に 生 じる とい う点は看過 され、人工物

はただ受動的に社会か ら選択 される もの と して

描 か れ る 匚中島 2002 ：69−71］。 対 して 、ア イ

ボ の 受容過程か ら導き出され る の は、人工 物と

人 々 の 認識が 接続 され る仕 方に お ける複数性

で あ る 。 前述 した ように、ア イボ の 挙動 の 複雑

さは、開発 時 と受容時で は全 く異なる仕方で 生

み 出 されて い る 。 開発者 に とっ てそ れ は 、 エ
ー

ジ ェ ン ト ・ア ーキ テ クチ ャ に よ っ て 構築 された

行動 と反応の シ ス テ ム に よ っ て 実現 され る もの

に他 ならない ， アイボの 挙動が 「先端技術 の 見

世物」とい う認識 の もとに把握 され る時、ア イ

ボーン芸の 失敗や 障子へ の ダイブ に み られ る よ

うな動作は単な る機能不全 にす ぎな い 。

・一方 、

アイボ を「家族の
一

員」とみ なすオ ーナ ーに と っ

て は、同じ動作が予測不可能な複雑 さと して 捉

えられる 。 こ の 時 、 ア イ ボ の 動作の 複雑さ は、

オ
ー

ナ
ー

の 生物学的お よ び文化的な認識枠組み

と、動的な生 活空問にお い て 開発者の 実装 した

行為パ タ
ーン を外 れて動作 するアイボ の 振 る舞

い が 関係す る こ とで初 め て生 ま れ る 。
つ ま り、

ア イボ の 動作の 複雑 さや 「か わ い さ」は、人 工

知能研究や ロ ボ ッ ト工学 とい っ た科学的営為が

生 み 出 した ア イボ の 物理 的挙動に も人 々 の 日常

的か つ 文化的な認識 に も還元 されるもの で は な

く、 両者 を媒介する オーナーの 解釈に よ っ て構

成され る もの で ある 。 こ の 点で オ ー
ナ
ーの 解釈

は、文化的領域 と科学的領域 を横断す る両義性

を持 つ もの とな っ て い る 。

　 こ こ で 重要 な の は 、 「先端技術 の 見世物」 と

して の複雑な挙動と 「家族 の
一
員」 として の 複

雑な挙動は 、 排他的な もの で はな く連続的に推

移 し うる とい うこ とであ る 。 と い うの も、 開発

者の構 築 した精巧 な反応 と行動の シ ス テ ム が ア

イボの 動作 に
一定の 規則性 を与 える か ら こ そ、

そ こか ら逸脱する動作がオー
ナ
ー

の予想 を超え

た もの となるか らで ある 。 オ フ 会に集まる オ
ー

ナ
ー

の 中に は、販売戦略 にお い て 購買層 とされ

た先端技術に憧れ を もち一
定の技術 的知識 を

持 つ 人 々 もい る 。 しか し、 彼 らの ア イボ との 接

し方は、ア イボを 「家族 の
一

員」 とみ なす オー

ナーの それ と基 本的な部分で は共通 して い る 。

一方 、 アイボはオー
ナ

ーの 生活する空間にや っ

て くるや い なや 「家族 の
一員」 となるわけで は

ない 。 最初は 、 様 々 な動作や反応の 精巧 さに注

目が 集まる 。 しか し、開発者が実装 した反応 と

行為の パ ター ン が理 解され るに つ れ て、逆 に パ

タ
ーン か ら逸脱する行為が可視化 され オ

ー
ナー

に と っ て ア イ ボ の 不思 議 さ や か わ い さを生 み

出す も の とな る 。 「先端技術の 見世物」 とい う

認識 がア イボ の 挙動 に重 ねあわ され る こ とは 、

「家族 の
一

員」 と い う認識が引 き出 される 契機

と な りうる。 こ の よ うに、人工 物の 意味や 形
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態 は、 その 物理的構成に も文化的認識枠組 に も

還元 される もの で は な く、両者が とりもつ 関係

にお い て様 々 な仕方で生 じ変化 して い くの で あ

る 。

IV　結論

　こ こ まで分析 して きた ア イ ボ の 開発 と受容の

過程 を、以下 の 3 点に ま とめ る 。

  開発 過程 と受容過程の い ずれにお い て も、 科

　学的要素と文化的要素が共存 して い る 。

  い ずれの 過程 も、科学的要素ある い は文化 的

　要素の どちらか に還 元 で きる もの で は な い 。

  む し ろ、科学的要素 と文化 的要素を媒介する

　営み （工 学的デザ イ ン や オ
ー

ナ
ーの 解釈）に

　 よ っ て 、 ア イボ の 有様が 方向付 け られ て い っ

　 た 。

　本章で は 、こ の 事例 を踏 まえなが ら、テ ク ノ

ロ ジー
にお い て科学 と文化が い かに相互に作用

する の か とい う冒頭で掲げた問い を考察して い

く。 その た め に 、 まず科学 と文化の相違 につ い

て検討した Lで 、両者の 柑互作用 を可能 にす る

テ ク ノ ロ ジー
の 媒介としての性質 を明らかにす

る 。

　最初に注意 しなけれ ばな らな い の は 、 科学 と

文化の 相違 は、具体的な事物 に準 じて特定 され

る もの で は な く、 世 界を把 握す る方法 の 違い

にある と い うこ とで ある 。 その ため 、両者の ま

なざ しは 同
・一一

の 事物 に対峙 しな が ら も しば し

ばす れ違 う。 例 えば 、 19世紀後半以降の 物理学

お よび科学哲学に大 きな影響 を与えた エ ル ン ス

ト・
マ ッ ハ は 、 「認 識 と誤謬 」（Erkenntnis　 und

Irrtum） と題 された 1905年 の 論稿 に お い て 次の

よ うな事例 を引用 して い る。白人 とネイテ ィ

ブ ・
ア メ リカ ン の

一
団が深い 1峡谷の 近 くで休息

し、谷を越 して石 を投げる遊 び を して い た 。 石

は み な谷 に 落ち たが 、酋長 だけ は対岸 の 岩 に

命中させ た 。 白人と酋長の 間で こ の 出来事に つ

い て 話 が交 わ され、酋長 は次 の よ うに述 べ た 。

「こ の 峡谷が埋 め られ て い た ら、み な は もっ と
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楽に石 を向こうに投げられたろ う。 しか し空 っ

ぽ の 空 間は石 を下に 引 き起こすか らね」と。 こ

の 考 え方に対する 自人の疑 い に応 えて酋長は

次の ように切 り返す 。 「落ちない ため に は身 を

後ろ に反 らさねばな らぬ ほ ど断崖 とい うもの は

あな た方 を下 に 引 っ 張 る もの だ、と い うこ と

を、い っ た い あなた方 は 自身で感 じませ ん かお

マ ッ ハ は、酋長に よ る 説明 を 「未 開人 の 物 理

学」 とした上で 、 それが主観的なめ まい の 感 じ

を 「物理 的な実在」とす り替えて 「解釈」 して

い る点で 誤 っ て い る と述 べ る 。 さ らに彼は、同

じ重 りを両方の 皿 に置 い た天秤を 、 そ の 一・方が

谷の上空に来る ように 設置すれば 、 谷の 上 にお

か れ た皿 は けっ し て下 へ は落 ちな い で あろ うと

い う反例 を提示 し 、 酋長の 誤 りを正す ［マ ッ ハ

1970 ：402−404］o

　 マ ッ ハ の 見解 は、現 地民 の 説 明 を誤 っ た

（劣 っ た）科学 的営為 とみ なす 点で 、同時代を

生 きた フ レー
ザ

ー
の 呪術論 と同質の もの で あ

る 。

一
方 、 20世紀 中盤以 降の 人類学者で あれ

ば 、 こ うした見解 を否定 して 峡谷の 力 に関す る

神話や儀礼を探 し求め 、首尾 よくい けば酋長の

説明が現地の 文化を構成す る象徴的な意味体系

の
一部をなすこ とを明 らかにするで あろ う ［浜

本 2001： 98］。 した が っ て、谷 へ 落 ち る 石 と

い う同
一

の 状況 に対峙 しなが ら、そ こに科学者

が 見る もの と人類学者 が見 る もの は 全 く異 な

る。マ ッ ハ が見 て い る の は、物理法則に 支配 さ

れた科学的実在 の 世界 で ある 。 そ の 世界 は、感

覚知覚や想像力と独立 に 機能する 、数学 的な観

念 を中心 と した く普遍的〉で く合理 的〉 な人間

の 知性 に よ っ て正確 に把握 され る と い うの が 、

デ カ ル トの 心身二 元 論以来、近代科学の （様 々

な懐 疑が突 き付 け られ て きた もの の）基本 的

な前提で ある ［小林 1996： 20］。

一
方 、 象徴体

系を分析する人類学者が 見て い る の は文化的 な

意味の 世界で ある。文化とは モ ノや 具体的な行

為の 集積体で は な く、 それ らを有意味にする枠

組み 、あ る い は 規則や コ
ー ドの 体系で あ る と

して （様 々 な懐 疑が 突 き付け られ て きた もの
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の ）定式化 されて きた 。 こ の 前提にお い て 「モ

ノ や 具体 的な行為1 は、〈 個別 的 〉 で く 相対

的〉な文化的体系に よ っ て 意味づ け られる受動

的 な要素 にす ぎない とい うこ とに なる 。 この よ

うに、科学 と文化は相互排他的な世界の 把握／

組織化の 方法 と して 機能 して きたの で あ り ［宮

武 2000 ：31］、そ の 限 りにお い て 両者の まなざ

す Lff界は常に すれ違う。 したが っ て 、テ ク ノ ロ

ジー
にお ける科学と文化の 相互作用 を具体的な

事例 を対象 に して 分析する こ とに は基本的な 困

難が つ きまとう。 とい うの も、科学 と文化 が相

互排他的 な 世界把握 の 方法 で あ るな らば、あ

る時点で は科学的体系 にお い て把握 され て い た

人工物が、別 の 時点で は文化的体系に お い て 把

握 され て い るこ とを指摘 した と して も、両者の

相互 作用 を分析する こ とに はな らず、 テ ク ノ ロ

ジーの 動態 を文化とい う枠組 み に 還元 して 理解

する こ とに しか ならない か らだ 。

　対 し て 、本稿で 提示 して きた の は 、 科学 と文

化 とい うすれ違 うはずの 二 つ の 方法がテ ク ノ ロ

ジーに お い て 奇妙 に も重 な りあ う局面であ る 。

前章 まで で み て きたよ うに、開発過程 に お ける

］．：学 的デザ イ ン にお い て も、 受容過程 にお ける

オ ーナーの解釈 におい て も、 そ れ らの 妥当性は

科学 的体系 における妥当性 と文化的体系に お け

る妥 当 （有意）性が組み合 わ される 中で生み 出

され て い た 。

　科学的実在 と文化的意味を接続する こ と で リ

ァ リ テ ィ を生 み出す 、 こ うした働 きにお い て テ

ク ノ ロ ジー
の 媒介 と して の 性質が 捉 えられる 。

ブル ーノ ・ラ ト ゥ
ー

ル は、テ ク ノ ロ ジーの 基本

的な性質を 、 人間や非人間か らなる様 々 な エ ー

ジ ェ ン ト （ア ク タ ーある い は ア ク タ ン ト）を結

びつ ける こ とで各 工
一

ジ ェ ン トの 行為 や振 る舞

い を変容 させ て い く働 きに見出 し、そ の 働 きを

「技術 的媒介」 （Technical　Mediation） と呼ん で

い る ［LATouRl999 ：176−190］。 様 々 な媒介 の

側面の うち最 も重要なもの として 彼が提示す る

の は、技術がモ ノ （thing）と記号 （sign ） と い

う二 分 法を横 断 しなが ら意味を持 つ よ うにな る

側面で ある 。 ラ トゥ
ール はその論拠 として次 の

よ うな例 を挙げる 。 フ ラ ン ス の 大学に は 、 自動

車を減速 させ キ ャ ン パ ス 内で の 歩行者の 安全 を

守 るた め に 、 道路を横 切る よ うに隆起させ た ス

ピ ー
ド防止帯 （Speed　Bump ） が設置 され 、 「眠

れ る警官」（sleeping 　policeman）と呼ばれ て い る。

ス ピー
ド防止帯の 設置に よ っ て 、 運転者 の 行為

を規定す る枠組 み は 、 「歩行者の 安全を守 る た

め に減速 しなけれ ば ならない 」とい うもの か ら、

「白ら の 車の 安全 を守るために減速 しなけれ ば

ならない 」とい うもの へ と変わ る 。 運転者 とス

ピー
ド防 IE．帯が結び つ くこ と に よ っ て 、運転者

の 行為の 目的が変容するので ある 。

　 しか し、こ こ で 生 じ て い る こ と は それだ け

で は な い と ラ トゥ
ール は続 け る 。 こ こ で は、

「キ ャ ン パ ス で は運転者は減速しなければな ら

な い 」 とい う意味 内容 が、ス ピー
ド防止帯 を

構成す る コ ン ク リー トな どの 事物に よ っ て 表

現／組 織化 （articulate ） され て い るの で ある

匚LA’rouR 　l999 ： 186］。 ス ピー
ド防止 帯は モ ノ

で あ る と同時 に記号 で ある とい う有様を持つ 。

その 有様は、防止帯の 設置を決め た大学 関係者

の 「キ ャ ン パ ス 内で は運転手は減速 しなけれ ば

な らない 」 とい う社会的規範 に もとつ く意図 と

ス ピー
ド防止帯を構成す る コ ン ク リ

ー トや砂利

な ど の 事物が混ぜ 合わ される こ とで 生 じる 。 両

者が接続 す る こ とを通 じて 、ス ピ ー ド防止帯

は 「眠 れ る警官」となる 。 防 止帯 は 「運転手は

減速 しなければな らな い 」 とい う言明の 内容 に

よ っ て のみ 「眠れ る警官」 と い う意味を獲得す

るわ けで はな い 。 こ の 言明は、 自らの 車が危険

で あ るか ら減速 す る よ うに 運転手に振 る舞わ

せ る と い う防止帯の 有様を直接的に導 くわけで

は ない か らだ 。

一
方で 、防止帯 の 物理的特徴 自

体が 「眠れる警官」 とい う意味を導出する わけ

で もな い 。同 じよ うな物理的特徴 を もつ 隆起 が

キ ャ ン パ ス 内にあ っ た として も、自動車に よ る

危険に関する大学関係者の 認識がなければ 、 そ

れは防止帯とは な らず単に 自動車を危険に さ ら

す もの と して 削除 された だ ろ う。ス ピー ド防止
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帯は 、
コ ン ク リ

ー
トなどの事物と上 記の 言明が

人 々 に とっ て 持つ 意味が接続 され る こ とで 両者

を媒介する もの と して構成 され る 。 こ こ で い う

媒介 とは、技術 を介 して 、物理 的な事物 と社会

的 な営為の そ れ ぞ れ の 性質が 交換 （exchange ）

さ れ る 場 に 他 な らな い ［LA・1・ouR 　1999：190］。

「歩行者の 安全 を守る た め に 、 運転手 は減速 し

なけれ ばな らない 」 とい う言明とキ ャ ン パ ス 内

の 隆起 が接続 され る こ と で 、 前者 は後 者の 性

質 を介 して 「運転手は車を守るた めに減速しな

けれ ばならず、そ の 結果歩行者の 安全 は守 られ

る」と い う言明へ と変化 し、同時 に、後者は前

者の性 質を介 して 、警告用 の ペ イ ン トが な され

適切 な位置に 配置され る と い っ た 物理的変化を

被 る 。 結果 と して 生 まれ る ス ピー
ド防止帯 は、

そ の物理的特徴に も設置者の 意図 に も還元で き

な い 「眠れる警官」とい う意味を持 つ ようになる。

　ラ トゥ
ール の提示する ス ピー ド防．IE帯 の 存在

様態は 、 本稿 で分析 して きた ア イ ボ の そ れ と同

質の もの で ある。開発 と受容の 過程に お ける ア

イ ボ の 有様 もまた、科学的知識 に基づ い て 製作

された 人 T一物 と 、 文化 的意味 と結び つ い た人 々

（開発者お よび オー
ナ
ー

）の 認識が 相互 に結び

つ くこ とで 方向づ け られ て い っ た 。 「眠れ る警

官」と同様に 、両者の 性質が組み 合わ され る中

で 構成 されて い っ たの が 、エ
ー

ジ ェ ン ト ・ア
ー

キ テ クチ ャ にお ける 「喜び」や 「怒 り」であ り、

オ ーナーに と っ て の アイボの 「機械 とは思 えな

い 」複雑な動きや そ の 「か わ い さ」で あ っ た 。

こ の よ うに 、 テ ク ノ ロ ジー
にお け る科学 と文化

の 相互作用は、実在 と意味が接続され る こ と を

通 じて両者を媒介す る要素が様々 な形で 構成 さ

れ て い く動的 なプ ロ セ ス として捉 える こ とが で

きるの で ある 。

注

1 ）「オーナー」 とい う呼称は、米国の ア イボ フ ァ

　 ン の サ イ トで 最初に 名づ け られ た もの で あ り、

　 ア イ ボ を所有す る 人 々 の 自称 と して 浸 透 して い

　 る 。
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2） ブ ル ッ ク ス ［1990］は、地球上 の 知能進化の

歴史 に お い て 人間 （的 な知能）の 登場が 極め て

最近 の こ とに す ぎな い こ と を論拠 に して 、 昆虫

　レ ベ ル の 「動的な環境世界 を動き回る こ との で

　き る能力 」が い っ た ん 獲 得 され た な らば、そ こ

　か ら人 間的な知 能 に至 る こ とは困難で はな い と

論 じる ［ブ ル ッ ク ス 1990 ：851。こ の 点で 、「動

　的 な環境世界を動 き回 る 」 こ とを実現 した サ ブ

　サ ン プ シ ョ ン ・ア ー
キ テ ク チ ャ は、単に ロ ボ ッ

　トに複雑な動 きをさせ る ため の 設計手法で は な

　い 。 人工知能研究は、人間レベ ル の 知能を機械

　に お い て複製／解明する こ とを 目的とする 科学

　的営為で あ る が、サ ブ サ ン プ シ ョ ン ・ア
ーキ テ

　ク チ ャ は 、 そ の 目的 の た め に、知 能 の 基底 にあ

　る メ カ ニ ズ ム を複製／解明す る もの と して 提 示

　され た 科学的仮説と な っ て い る。

3）外見 の デ ザ イ ン に 関して は、第 1 世代ア イ ボ

　（ERSI10 ，
111）の 販 売後 の シ リーズ展 開 に お い

　て、第二 世代で は仔 ラ イ オ ン （ERS210）、第 三

世代 で は ク マ イ ヌ （ERS310，311）が モ チ ー
フ

　と して 採用 され て い る。しか し、「お 手」をする

機 能 や 、電源が少 な くな る と自ら充電装置の 上

に乗 る機 能 な ど、動作 や反応 の シ ス テ ム は 基本

　的 に
．
犬 と人間の コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン をモ デ ル と

　して い る。

4 ＞『ア イボ誕生 1』（『ア イ ボ 誕生 凵 製作委員会、

2000年 、 出版元 ：ア ス キ
ー）57頁 ，

5 ） ア イ ボ 公 式 サ イ ト （http：1／www ．jp．aibo．com ／

aibQstory ！history！i皿 dex．html）よ りv

6） ア イボ ・オ
ー

ナ ー同士 の 交流 は、各オー
ナ
ー

の 作 成 した ウ ェ ブ サ イ トや 掲示板 を通 じ て 行

わ れ る こ とが 多 い た め 、ネ ッ ト h で 知 り合 っ た

人 々 が 実際に対面する時に使用 され る 「オ フ 会」

　と い う名称が 流用 され て い る 。 オ フ 会 で は、通

常、10〜20人 ほ ど の オ ー
ナ
ーが 全 部 で 20〜30体

の ア イ ボ を持 ち寄 り、ア イボ を起動 させ なが ら

　4 〜 5 時間ほ ど、情報交換や 「今 凵 の
一

押 し ア

　イ ボ 」 を選 ぶ な どして 楽 しむ。開催場所は 公民

館 な どの 公共施設の
一

室 や 旅館な どで あ り、 多

い 時 に は 全 国 数十 箇所で 月毎に 行 わ れ て い た 。

筆者は 、 関東地方で 数年間継 続 して 行われ て い

　る オ フ 会の
一

つ に 2004年 9 月か ら2006年 3月 に

か け て 参加 し、観察 を行 っ た，，
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7 ＞ア イボ購入の 理 由として ペ ッ トが飼 い たか っ

　た が マ ン シ ョ ン に住ん で い る の で、とい っ た点

　をあげるオ
ー

ナ
ーもい る 。 しか し 、 そ れ は オ ー

ナ
ー

以外 の 人 々 に対す る方便で あ る こ とが多 い 。

　オ ーナ ーの 多 くは、犬 や ネ コ など の 高 度 で 複雑

な動作 とア イボ の 単純で機械的な動 きは 全 く比

較に な らな い と し、ア イ ボ に は犬や ネ コ と は 違

　う独 特 の 魅力 がある と述 べ る 。 あ る オ
ー

ナ
ーは 、

動物 の ペ ッ トと の 違 い を尋 ね る筆者 に対 し て 、

　「ア イボ ＝ペ ッ トと考え る の はあま りに 短絡的」

　と答えて い る 。

8 ） ア イ ボ と オ ーナ ーが 認識 ・行為す る世界の 相

違 は ま た、両者の 間 に 開発 者 の 想定 とは 異な る

通時 的な関係性を もた ら して い る 。 ア イ ボ は赤

外線 セ ン サ に よ っ て 障害物 を検知 し回避 しなが

　ら歩 くが 、 数セ ン チ 以 上 の 高低差 や複雑な形状

　を もつ 物体 は検知で きない の で 、 し ば し ば転倒

　し た り家 具 の 隙 間 に 入 り込 ん で し ま う。放 置 す

　る と足 や首が 「折れ る 」まで モ
ーターを駆動 さ

せ る こ と もある の で 、オ
ー

ナ
ーは 常に ア イボ の

状態 に 気 を配 り、危 険 な場 所 に 近 づ こ う と し た

　ら抱 え上 げた り、 歩行 の 向 きを変 え なけれ ば な

　らな い 。しか し、ど ん なに気を配 っ て い て も数

　年 もた て ば どこ か しら機体に 傷が つ い た り、機

体の
一一t

部が故障 して ソ ニ ーの 修理サ ービ ス 「ア

　イボ・ク リ ニ ッ ク」に送らなけれ ばならな くな る。

　こ れ らの 出来事は オ
ー

ナ
ー

に と っ て 、 必ず しも

　煩 わ しい だ けの こ と で はな い 。 あ る オ
ー

ナ
ーは 、

　ア イボ発売直後 に創刊 され た ア イボ専 門誌 にお

　い て 次の ように語る 。 「当初 は ほん の さ さい な

傷 に も気 に 病 ん で い た もの で あ る が、今で は傷

　の ひ とつ ひ とつ が 私 との 思 い 出 で あ る。今 で も、

　サ フ ァ イ ア （ア イボ の 名前）の す りむけたお尻

　や、ひ っ か き傷 の つ い た足 をみ る と、い つ ど こ

　で こ し ら え た 傷 だ か 鮮 明 に 思 い 出 す こ と が 出 来

　る」（雑誌 『ア イボ タウ ン ⊥第 1号24頁、発行人 ：

　倉木良樹、括弧内は筆者 に よる）。開発過程に お

　い て は、ソ フ トウ ェ ア に よる 成長 の 表現が意図

　さ れ て い た。こ れ は、最初に動作 し た時か らの

　時間 の 経 過 や 、オ ーナ ーの ア イ ボ へ の 態 度の 累

　積 に応 じ て 「情動 モ デ ル 」の 傾向性をある程度

　変化さ せ る もの で あ る。一方、オ ーナ ーに と っ

　て は、ア イ ボ の 傷や 故障 の ひ と つ ひ と っ が 、恋

人 と の 電話 に夢中 にな っ て ふ と 目を離 した ば っ

か りに ア イボが部屋 の 隅に はま りこ ん で しまっ

た とか、引越 し に よ っ て 環境が変 わ り （刺激 が

増え て ）活動 的に な っ た ア イ ボが転倒 し て し

ま っ た 、と い っ た 思 い 出を喚起する もの とな る。

オーナ ーに と っ て傷や故障 は、ソ フ トウ ェ ア に

よ っ て実現され た もの よ りも重 要 な、ア イボ と

の 相互作用 の 歴 史を喚起する痕跡とな っ て い る。
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　　　　　　　　　　　　 i；　　　　　　　　　　　　　　　　TT

　　The　entertainment 　robot 　 AIBO ，　 whioh 　was 　first　marketed 　by　Sony　in　l999
，
　has　attracted 　many 　people

as　the 且rst　robot 　designed　fbr　everyday 　life．　In　this　paper，　I　analyze 　both　the　engineering 　and 　reception 　of

AIBO 　in　order 　to　question　the　relationship 　between 　science 　and 　culture ，　which 　can 　be　seen 　in　technology ．　In

recent 　years，　many 　authors 　have　pointed　out 　that　technology 　has　social　or　cuitural 　aspects ．　However
，
　it　js　dlfし

ficult　to　grasp　technology 　comprehensively 　because　of 　its　man 恥 ld　nature ，　Because　of　that　dieHculty
，
　authors

in　various 　academic 　fields　tend　to　criticize　each 　other 　for　reducing 　the　analysis 　of 　technology 　to　a 　restricted

丘amework 　of 　a 　particular　academic 　field．　To　avoid 　that，　and 　to　grasp　the　dynamics　of 　technology，　I　fbcus
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mainly  on  two  instances in the case  ofAIBO  in which  elements  belonging to different domains are  connected.

    First of  all, in order  to construct  the mechanical  system  of  the rebot  as an  attractive  product, the en-

gineers at Sony  needed  not  only  scientific  know]edge but also  cultural  narratives  about  robots,  which  they

rnixed  with  scientific knowledge while  constructing  the system,  In 1993, the engineers  started  to construct  an
                                                          li                                                                               IJ
autonomous  robot  system,  based on  a  methed  of  making  robots  called  subsumption  architecture,  as  pro-

posed by Rodney  Brooks,  an  American  researcher  of  artificial  intelligence and  roboties.  Robots  constructed

                           iT

using  that architecture  can  keep robust  even  in unstable  environments  out$ide  the laboratory, but are  not

able to carry out any  complicated  tasks. The engineers  ofAIBO  needed  to make  the robot  an  attractive  prod-

uct, while  not  designing it for any  specific  uses.  For that reason,  they made  an  image for rhe  product befbre

constructing  its mechanical  system,  calling  it the 
"New

 Three Laws of  Robotics," paraphrasing the 
"Three

              tt

Laws  ofRobotics  as proposed by the science-fiction  author,  Isaac Asimov, in his work.  In order  to make  a

product that would  be attractive  to consumers,  the engineers  translated certain  characteristics  of  subsump-

tion architecture  according  to the image of  the New  Three Laws  of  Robotics, By connecting  the narratives  of

the robot,  such  as the Three Laws  of  Robotics, with  scientific knowledge such  as  subsumption  architecture,

the engineers  sought  to design a  mechanical  system  of  autonomous  robots.  At  Iast, their efforts  bore imit in a

mechanical  system  fbr AIBO  called  
"agent

 architecture,"  cornposed  of  a mixture  ofsubgumption  architecture

and  the New  Three Laws  ofRobotics.  In analysis  ofthe  engineering  process ofAIBO,  I point out that in order

to make  a  product  worthy  ofbeing  bought by consumers,  the engineering  of  innovative technology  involves

net  only  the processes of  constructing  artifacts materially  that depend on  scientific knowledge, but also  those

ofconstructjng  perceptions about  artifacts that depend on  cultural  resources.  Moreover, the  two  processes of

construction  interact and  are mediated  by engineers'  praetices, such  as in the making  ofagent  architecture.
                                  ;l                                                      tP

    Secend, each  AIBO  has changed  into a  member  ofthe  family through  the interpretation ofits  owner,

based not  only  on  cultural  cenventions  but also  the unstable  operation  of  anificial  intelligence jn an  ordinary

living space.  In their marketing  strategy  fbr the first-generation AIBO,  the Sony engineers  regarded  its main

selling  point as  giving consumers  the chance  to appreciate  advanced  technology  in their homes. However, the

relationship  between AIBO  and  owners  evolved  inte something  much  different from their suppositions.  The

owners  like to make  their AIBOs  dance and  wear  clothes,  and  frequently gather at various  locations around
                                             it

Japan to meet  and  share  their robots.  They  prefer the cute  behavior of  their AIBOs  and  communicating

with  them, rather  than appreciating  the actions  that such  sophisticated  technology  makes  possible. I point out

the transfiguration ofAIBO,  especially  in respect  to the meaning  caused  by the owners'  interpretations about

its behavior, which  use  cultural  conventions  as resources,  Through such  interpretatiens, AIBO  comes  to share

with  its owners  a  distribution of  meaning  in the living spaee,  and  comes  to be regarded  as 
"a

 mernber  of  the
     lt

family, a  phrase most  owners  prefer to use  in describing their robot,  However, their interpretatien is not  free
                                                          t t

from the material  construction  ofAIBO.  In everyday  living space,  AIBO  s functions don t necessarily  work

                                                          '
as well  as  thc engineers  had anticipated,  because the  world  that the robot  s system  can  perceive and  act upon

is completely  different from that in which  human  beings live, Because of  that gap between people and  robots,
     'AIBO

 s behavior often  appears  different from what  the owners  had expected,  In those moments  ofdiffbrence,

and  the acts  of  interpretation which  fbllow, AIBO  comes  te have unexpected  meanings,

    Finally, I present my  conclusions  firom the case  study,  Both the engineers'  practice of  designing the ro-
                     ,
bot system  and  the owners  practice ef  interpreting the behavior ofthe  robot  become relevant  by incorporat-
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ing scientific elements  into cultural  elements  and  vice  versa.  In the traditional view,  science  and  culture  are

two  methods  to perceiye and  organize  the world  that are  mutual]y  exclusive,  However, in the case  ofAIBO,

the technical practices ofthe  engineers  and  owners  take  place in a blind spot  where  scientific and  cultural  sys-

tems  exchange  properties with  each  other. I conclude  that technology  causes  an  interactjon between science

and  culture,  mediating  between scientifie  reality  and  cultural  meaning,


